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ミ
ル
の

『
宗
教
三
論
』
と
福
津
諭
吉
の
宗
教
観

泉

仰

福
津
諭
吉
が
イ
ギ
リ
ス
の
一
九
世
紀
最
大
の
思
想
家
ジ
ョ
ン
・
ス
チ
ュ
ア
l

ト
・
ミ
ル
の
著
書
に
親
し
み
、
そ
こ
か
ら
多
く
の
思

想
上
の
示
唆
を
得
て
き
た
こ
と
は
、
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
本
論
は
、
ミ
ル
の
著
書
の
中
で
も
、

あ
ま
り
論
じ
ら
れ
る
こ
と
の
無
か

っ
た
ミ
ル
の
『
宗
教
三
論
』
と
福
津
諭
吉
の
宗
教
観
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
の
準
備

ミルの r宗教三論」と福津諭吉の宗教観

的
研
究
と
し
て
、
第
一
節
で
は
、
ミ
ル
の
死
後
一
年
経
っ
た
一
八
七
四
年
に
出
版
さ
れ
た
こ
の
『
宗
教
三
論
』
が
、

一
八
七
七
年
つ

ま
り
明
治
一
O
年
に
小
幡
篤
次
郎
に
よ
っ
て
翻
訳
さ
れ
「
弥
児
氏

宗
教
三
論
」
と
い
う
題
で
出
版
さ
れ
た
が
司
こ
の
翻
訳
書
の
刊

本
と
稿
本
と
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
る
の
で
あ
る

第
二
節
で
は
、
こ
の
翻
訳
書
が
そ
の
他
の
ミ
ル
の
著
書
と
く
ら
べ
て
、
出
版
後
た
っ
た
三
年
で
翻
訳
出
版
さ
れ
た
理
由
を
考
え
る

た
め
に
、
当
時
の
明
治
初
期
の
宗
教
を
め
ぐ
る
思
想
状
況
を
考
察
し
て
み
る
。
そ
し
て
第
三
節
で
は
、
ミ
ル
の
『
宗
教
三
論
』
の
思

想
と
福
津
の
宗
教
観
と
の
比
較
研
究
を
お
こ
な
う
こ
と
に
す
る
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ミ
ル
の
『
宗
教
三
論
』
弓
月
。
。
開
m
8
3
8

図
。
出
向
日
。
ロ
は
、
一
八
七
四
年
、
彼
の
妻
、

ハ
リ
エ
ッ
ト
・
テ
イ
ラ
ー
の
連
れ
子
で

あ
っ
た
ヘ
レ
ン
・
テ
イ
ラ
ー
に
よ
っ
て
、
ミ
ル
の
死
後
、
回
、
。
ロ
｛ZR
F

。
口
町
内
5
9
5

・
の
吋2
P

同
g

品
。F
S

仏
ロ
υ
1
3

<1
)

へ
レ
ン
・
テ
イ
ラ
ー
の
書
い
た
宮
守
主

5

ざ
ミ

Z
。
丘2

と
の
。
－
r
a
え
詞

S
E

包
含

g
g
g

ユ
冨
巳

u
p
に
あ
る
ロ
プ
ソ
ン

で
出
版
さ
れ
た
。

！
『
・
冨
・
目
。
σ
窓
口
の
序
文
に
よ
れ
ば
、
こ
の
『
宗
教
三
論
』
は
、
次
の
よ
う
な
成
立
過
程
で
で
き
あ
が
っ
て
い
る
と
い
う
。

第
一
論
文
の
Z
m
w許
可
。
と
、
第
二
論
文
の
d
g

日
々
広
岡
在
日
間
目
。
ロ
l土

一
八
五
O
年
頃
か
ら
一
八
五
八
年
ま
で
に
執
筆
さ
れ
た

と
考
え
ら
れ
、
第
三
論
文
の
ヨ
豆
m
g

は

一
八
六
八
年
か
ら
一
八
七
O
年
の
聞
に
書
か
れ
た
と
い
わ
れ
る
。
事
実
、
ミ
ル
の
一
八

五
四
年
二
月
四
日
の
手
紙
に
よ
れ
ば
、
彼
は
、
次
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。
「
私
は
、
毎
夕

Z
$
5
0

の
論
文
を
一
、
二
時
間
書
い

て
き
」
て
、
ほ
と
ん
ど
終
わ
り
か
か
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
今
夜
か
明
日
、
私
は
今
で
き
る
か
ぎ
り
の
こ
と
を
す
っ
か
り
仕
上
げ
て
い
る

こ
と
と
思
い
ま
す
」
と
い
い
、
二
月
七
日
の
手
紙
に
は
「
私
は
、
期
待
し
た
と
お
り
日
曜
日
に

J
F
けR
o

－
－
を
終
わ
ら
せ
ま
し
た
」

(3
) 

日
曜
日
と
は
一
八
五
四
年
二
月
五
日
の
こ
と
で
あ
る
。

と
い
っ
て
い
る
。

第
二
論
文
の

の
壬A
耐用

文
を
ヵ、

な
り
受T
a 
し、

7こ

とー
を八
述五
ベ四
て年
し、（二二

る 5 月

0 
日
の
同
じ
く

リ
ニ己

ツ

ト

ノレ

"""' の
手（
紙土

d
t
ロ
許
可
。
同
開
。
出
向
日
。
ロ

に
つ
い
て
は

ミ
ル
が
「
宗
教
の
功
利
性
」

そ
の
他
、
第
二
論
文
に
つ
い
て
の
記
事
は
、
少
な
い
が
、
第
三
論
文
を
ふ
く
め
て
、
ミ
ル
が
死
ぬ
ま
で
少
し
づ
っ
書
き
た
め
ら
れ

て
き
た
に
ち
が
い
な
い
。

と
い
う
の
は
、
第
一
論
文
の

Z
m
Hロ
g

が
一
応
完
了
し
て
い
た
一
八
五
四
年
二
月
七
日
の
ハ
リ
エ
ッ
ト
へ

の
手
紙
に
は
、
d
z
t
々
。
同
H
W
O
H
f
z

ロ
の
計
画
を
含
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
円
、
。
J
1
0・
え
号
巳
一
。
ロ
ミS
巴
0
・
2

口
四
日
。
コ



（
問
。
可
仰
ぐ
⑦
E
P
E
P
S
－
m
H
P
E
p
rロ
E
m
w件
目
。
ロ
えE
S
P

－P

ロ
江
口
々
。
同g
－
片
岡
山
。

P
8

己
色
目
白5
・
ロσ
。
ュ
υ
1・
ι
。
。
仲
江
口
。
寄
与S
ロ
g
t
g

Z
4

邑
・
・
・
皆
目
口
句
除
。
。
ロ
J
1
0口
氏
。
ロ
巴
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
テ
l
マ
を
見
る
と
、
宗
教
諭
の
他
に
E
d
tロ
g
z
g
j
E
5
3
と
か
、

E
C
ロ
ピ
ヴ
s
q
．
－
の
計
画
も
、
こ
こ
に
織
り
こ
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ミ
ル
は
、
こ
れ
ら
の
著
作
を
同
時
的
に
考
え
て
い
た

ょ
う
で
あ
る
。

第
三
論
文
の
寸
宮
古
自
に
つ
い
て
は
、
ミ
ル
の
手
紙
の
な
か
で
、
第
三
論
文
の
内
容
と
一
致
す
る
見
解
は
、

た
と
え
ば
、

J¥ 

六
六
年
八
月
一
一
一
日
の
フ
ァ
ラ
ジ
ン
問
。
げ
の
ユE
g
g
N
宮

へ
の
手
紙
に
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
：
：
：
あ
な
た
の
引
用
な
さ
っ

た

論
文
の
著
者
の
い
っ
て
い
る
こ
と
で
正
し
い
の
は
、
私
、
が
完
全
に
善
な
る
神
へ
の
信
仰
と
現
実
の
自
然
の
構
造
と
の
聞
を
調

停
す
る
と
い
う
困
難
な
（
問
題
）
に
、
（
解
決
の
）
光
を
投
げ
か
け
て
は
い
な
い
と
い
う
点
で
す
。

そ
れ
は
、
私
の
す
る
こ
と
で
は
無

か
っ
た
の
で
す
。
私
が
意
見
を
述
べ
る
と
し
た
ら
、
む
し
ろ
そ
れ
ら
を
調
停
す
る
仕
方
等
で
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、

(6
) 

有
限
の
力
を
持
っ
た
（
神
的
）
存
在
で
あ
る
と
い
う
仮
設
を
私
は
与
え
る
だ
け
で
す
。
」
こ
う
し
た
ミ
ル
の
見
解
は
、

た
だ
創
造
者
は

ま
さ
し
く
彼
の

ミルの『宗教三論』と福津諭吉の宗教観

『
宗
教
三
論
』
の
第
三
論
文
で
論
証
し
よ
う
と
し
た
こ
と
で
あ
る

c

そ
こ
で
、
こ
の
第
三
論
文
は
、

一
八
六
0
年
代
後
半
に
執
筆
さ

れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る

こ
の
ほ
か
ミ
ル
の
『
宗
教
三
論
』

一
八
六
O
年
九
月
一
一
一
一
一
日
の

の
内
容
と
同
じ
構
想
は
、
ミ
ル
の
手
紙
の
中
に
散
在
し
て
い
る
。

(7
>

ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル

E
2
8
8
Z

問
y
t
H
M
g
rへ
の
手
紙
で
、
ミ
ル
は
、
神
と
人
間
と
の
協
力
関
係
の
構
想
を
述
べ
、
完
全
な
神
の
概

念
に
つ
い
て
の
疑
問
を
出
し
て
い
る
。
奇
跡
論
も
、
一
八
六
O
年
四
月
一
一
日
の
回
包
ロ
へ
の
手
紙
で
ふ
れ
て
い
る
し
、
一
八
六
二
年

一
二
月
二
四
日
の
ネ
ピ
ア
r
m
o
Z
Z名
目
。
吋
へ
の
手
紙
で
も
、
『
宗
教
三
論
』
と
同
じ
奇
跡
論
が
見
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
実
際
の
執

一
八
五
0
年
代
後
半
に
は
練
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

一
八
六
O
年
後
半
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
構
想
と
し
て
は

筆
は

425 

さ
て
、
こ
の
ミ
ル
の
『
宗
教
三
論
』
が
福
津
諭
吉
の
直
弟
子
の
小
幡
篤
次
郎
に
よ
っ
て
翻
訳
さ
れ
た
こ
と
は
、
す
で
に
述
べ
た
と
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お
り
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
翻
訳
は

426 

一
度
に
出
版
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
第
一
論
文
の
Z
己
ロ
吋
。

は
、
「
天
然
論
」
と
い
う

題
で
明
治
一

O
年
九
月
に
印
行
さ
れ
た
。
こ
の
第
一
論
文
に
は
、
福
津
諭
吉
の
「
弥
繭
氏

宗
教
三
論
緒
言
」
の
一
文
が
付
記
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
緒
言
は
、
明
治
一

O
年
八
月
一
三
日
の
日
付
け
を
記
し
て
い
る
が
、
『
宗
教
ニ
論
』
の
出
版
事
情
を
次
の
よ
う
に
説

明
し
て
い
る
。

「
『
宗
教
三
論
」
ハ
英
国
ノ
学
士
弥
璃
氏
ノ
原
書
ニ
シ
テ
第
一
天
然
論
、
第
二
教
用
論
、
第
三
大
極
論
是
ナ
リ
小
幡
篤
次
郎
君
コ
レ
ヲ
翻
訳
シ

テ
三
論
共
－
一
既
－
一
稿
ヲ
脱
シ
タ
レ
ト
モ
校
正
未
タ
半
ニ
至
ラ
ス
本
年
五
月
同
君
欧
羅
巴
ニ
遊
歴
ノ
ト
キ
第
一
論
ヲ
拙
店
－
一
付
シ
テ
出
版
ノ
事
ヲ

託
シ
他
ハ
之
ヲ
行
李
ノ
中
－
一
蔵
メ
テ
旅
行
ノ
余
暇
ニ
再
考
ス
ル
ノ
約
束
ナ
レ
ハ
来
年
帰
国
ノ
後
第
二
第
三
論
ヲ
モ
次
テ
出
版
－
一
及
フ
可
シ
」

こ
の
緒
言
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
第
三
論
文
を
含
め
て
、
訳
業
は
、
す
べ
て
終
わ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
実
際
に
は
、
第
一
論
文
の

z
m
w仲5
0

は
、
明
治
一

O
年
に
発
行
さ
れ
、
第
二
論
文
は
、
明
治
一
一
年
に
は
発
行
さ
れ
て
い
る
が
、
筆
者
の
調
べ
た
か
ぎ
り
で
は
、

国
会
図
書
館
、
慶
臆
義
塾
図
書
館
な
ど
に
も
、
第
二
論
文
ま
で
し
か
刊
本
が
な
い
。
そ
こ
で
、
恐
ら
く
第
三
論
文
は
、
刊
行
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る

さ
ら
に
、
福
津
の
緒
言
で
は
、
小
幡
の
言
と
し
て
、
こ
の
第
一
論
文
も
旅
に
出
ょ
う
と
し
て
い
る
際
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
充
分

の
校
正
を
経
た
も
の
で
は
な
い
と
い
わ
れ
る
。

と
く
に
ミ
ル
の
著
書
は
、
意
味
が
深
遠
で
鍛
密
で
あ
り
、
翻
訳
中
に
意
を
尽
く
さ
な

い
も
の
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
第
二
版
で
修
正
し
た
い
と
述
べ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
明
治
一
一
年
刊
行
の
第
二
論
文
で
は
、
小
幡
自
身
が
、
「
教
用
論
序
」
を
付
し
て
い
る
。
こ
の
序
に
よ
れ
ば
、
小
幡

が
本
書
を
翻
訳
し
た
意
図
が
よ
く
表
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
要
約
し
て
み
れ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

ミ
ル
は
、
人
道
を
宗
教
と
無
関
係
に
立
て
よ
う
と
し
て
、

ギ
リ
シ
ャ
古
典
の
思
想
に
訴
え
て
、
こ
れ
を
論
証
し
よ
う
と
試
み
て
い

る
。
小
幡
が
考
え
る
に
は
、
ミ
ル
が
も
う
す
こ
し
長
生
き
し
て
い
れ
ば
、
儒
教
の
教
え
や
．

日
本
の
武
士
道
の
教
え
な
ど
を
知
る
こ



と
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
と
い
い
、
こ
う
し
た
思
想
が
、
社
会
に
大
き
な
影
響
を
与
え
な
が
ら
、

し
か
も
、
宗
教
の
外
で
働
く
も
の
で

あ
る
こ
と
を
知
っ
て
、

そ
こ
で
、
我
が
国
の
人
々
も
、

キ
リ
ス
ト
教

か
な
ら
ず
音
仙
を
強
く
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。

に
よ
っ
て
日
本
人
を
開
化
し
よ
う
と
す
る
人
々
は
、

よ
く
日
本
の
事
情
を
察
し
て
、
道
徳
が
宗
教
の
外
に
あ
る
こ
と
を
知
る
べ
き
で

あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
『
宗
教
三
論
』

と
第
二
論
文

は
、
三
論
文
を
含
ん
で
い
る
が
、
第
一
論
文
の

Z
与
号
。

の

d
E

日
々
。
片
目
。
ロ
岡
山
。
ロ
の
二
論
文
だ
け
が
翻
訳
刊
行
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
方
、
第
三
論
文
の
斗
宮
山
田
宮に
つ
い
て
は

慶
麿
義
塾
の
河
北
展
生
教
授
が
、
中
津
市
立
の
小
幡
篤
次
郎
図
書
館
に
お
い
て
、
そ
の
翻
訳
稿
本
を
発
見
し
た
。
こ
の
稿
本
に
よ
れ

ば
、
昭
和
一
九
年
一
一
月
一

O
日
の
日
付
け
で
、
「
桜
井
信
四
郎
氏
寄
贈

原
簿
第
二
二
八
五
一
号
受
入
」
と
あ
り

ま
た
第
三
論

文
の
「
一
神
論
→

Z
E
E

」
の
中
の
第
二
篇
は
、
「
第
二
二
八
五
二
号
受
入
」
と
い
う
記
入
が
あ
り
、
図
書
館
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。

因
に
桜
井
信
四
郎
と
は
、
慶
慮
義
塾
の
出
身
で
、
小
幡
篤
次
郎
の
四
女
静
の
夫
君
に
当
た
る
人
で
あ
る
。
小
幡
の
血
縁
の
家
に
伝
わ

ミルの「宗教三論」と恒津諭吉の宗教観

る
稿
本
で
あ
る
か
ら
、
此
の
稿
本
は
、
小
幡
篤
次
郎
自
身
の
書
か
、
彼
の
訳
を
弟
子
た
ち
に
手
分
け
し
て
書
か
せ
た
原
稿
で
あ
る
か
、

そ
う
で
な
け
れ
ば
、
小
幡
の
指
導
で
弟
子
た
ち
が
手
分
け
し
て
翻
訳
し
た
原
稿
で
あ
る
か
の
ど
れ
か
の
可
能
性
が
あ
る
。

と
い
う
の

は
、
こ
の
稿
本
を
す
こ
し
く
検
討
し
て
み
る
と
、
書
体
が
違
っ
て
お
り
、
少
な
く
と
も
二
つ
の
違
っ
た
書
体
を
識
別
す
る
こ
と
が
で

（
叩
）

き
る
か
ら
で
あ
る
。

今
、
刊
本
の
第
一
篇
と
第
二
篇
を
刊
本
l

と
刊
本
2

と
呼
び
、
他
方
、
稿
本
の
う
ち
、
二
種
類
の
稿
本
を
稿
本

A
、
稿
本
B

と
呼

ん
で
み
よ
う
。

刊
本
1

は
、
旬
・
冨
・
開
。
ず
き
ロ
編
集
に
よ
る
全
集
に
よ
れ
ば
、
三
七
三
ペ
ー
ジ
か
ら
四
O
二
ペ
ー
ジ
ま
で
の
訳
で
あ
り
、
刊
本
で
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八
六
ペ
ー
ジ
あ
る
。

ま
た
刊
本
2

は
、
原
書
で
四
O
三
ペ
ー
ジ
か
ら
四
二
八
ペ
ー
ジ
ま
で
の
訳
で
、
刊
本
七
六
ペ
ー
ジ
で
あ
る
。
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一
方
、
稿
本
の
ほ
う
は
、
稿
本
全
体
に
最
初
か
ら
ペ
ー
ジ
数
を
打
っ
て
み
る
と
、

一
八
0
ペ
ー
ジ
あ
る
。
今
稿
本
を

A
と

B

と
の
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二
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
れ
ば
、
稿
本
A
は
、
稿
本
の
。
へ
l

ジ
で
、

一
ペ
ー
ジ
か
ら
七
九
ペ
ー
ジ
一
行
目
の
途
中
ま
で
で

あ
り

ロ
ブ
ソ
ン
の
全
集
に
よ
れ
ば
、

四
二
九
ペ
ー
ジ
か
ら
四
四
四
ペ
ー
ジ
の
上
よ
り
七
行
目
ま
で
で
あ
る
。
稿
木

B

は
、
稿
本
。
へ

ー
ジ
の
八
0
ペ
ー
ジ
の
一
行
目
か
ら
一
八

0
ペ
ー
ジ
ま
で
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

ロ
ブ
ソ
ン
の
編
集
に
よ
る
全
集
版
で
は

四
四
四
べ

ー
ジ
の
七
行
目
か
ら
四
六
四
ペ
ー
ジ
の
上
か
ら
六
行
目
ま
で
で
あ
る
。
そ
し
て
四
六
四
ペ
ー
ジ
の
七
行
目
か
ら
最
後
の
四
八
九
ペ

l

ジ
ま
で
は
、
今
ま
で
の
と
こ
ろ
翻
訳
原
稿
が
見
あ
た
ら
な
い

一
方
、
稿
本
B

で
は
、
筆
を
変
え
た
か
、
書
き
方
を
少
し
変
え
た
よ

う
で
、
こ
こ
で
も
同
一
人
の
手
で
は
あ
る
が
、
違
っ
た
書
体
が
見
ら
れ
る
の
で
、
こ
れ
ら
を
今

B
l

、

B
2

、

B
3

、

B
4

と
い
う

四
つ
の
記
号
で
識
別
し
て
お
く
。

B
l

は
、
稿
木
で
八
0
ペ
ー
ジ
か
ら
一
一
一
ペ
ー
ジ
ま
で
で
あ
り
、
原
書
で
四
四
四
ペ
ー
ジ
の
八

行
目
か
ら
四
五
0
ペ
ー
ジ
ま
で
で
あ
る
。

ま
た
B
2

は
、
稿
本
一
一
一
一
ペ
ー
ジ
か
ら
一
一
二
一
ペ
ー
ジ
ま
で
で
、
原
書
で
は
、四
五
一

ペ
ー
ジ
か
ら
四
五
四
ペ
ー
ジ
三
二
行
目
ま
で
で
あ
る
。

B
3

は
、
稿
本
二
二
二
ペ
ー
ジ
か
ら
一
七
八
ペ
ー
ジ
ま
で
、
原
書

さ
ら
に
、

で
四
五
三
ペ
ー
ジ
の
コ
二
ニ
行
目
か
ら
四
六
四
ペ
ー
ジ
の
六
行
自
ま
で
で
あ
る
。

B
4

は
、
稿
本
一
七
九
ペ
ー
ジ
か
ら
一
八

さ
ら
に
、

0
ペ
ー
ジ
ま
で
で
あ
り
、
原
書
で
四
六
三
ペ
ー
ジ
三
三
行
目
か
ら
四
六
四
ペ
ー
ジ
の
六
行
目
ま
で
で
あ
る

c

以
上
の
刊
本
l

と
刊
本
2

、

お
よ
び
稿
本
A
と
稿
本
B

（B
1

、

B
2

、

B
3

、

B
4

）
の
部
分
に
お
い
て
、
ミ
ル
の
『
宗
教
三
論
』

の
中
の
重
要
な
概
念
を
な
す
切
包
ロ
予
の
5
9

ぎ
〆
ロ
色
々
－
c
a
－
。
。
含
－zm、
昨
日
夕d
E
〈
0
3
0

と
い
う
七
つ
の
概
念
に
、
ど
の
よ
う

な
訳
語
を
当
て
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
し
て
み
よ
う

左
掲
の
表
に
つ
い
て
説
明
し
て
み
よ
う
。

ま
ず
刊
l

と
刊
2

と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
明
治
一

O
年
出
版
の
小
幡
訳
刊
本
第
一
篇
と
、
明

治
一
一
年
出
版
の
小
幡
訳
刊
本
第
二
篇
で
あ
る
。
稿

A
と
稿
B

と
は
、
中
津
市
立
小
幡
篤
次
郎
記
念
図
書
館
で
発
見
さ
れ
た
稿
本
で

あ
る
。

R

－J

－

J
、

中
j
J
J
、
L

A
と

B

と
は
、
書
体
の
相
違
に
よ
っ
て
、
書
き
手
、
が
明
ら
か
に
識
別
さ
れ
る
稿
本
の
二
つ
の
部
分
を
さ
し
て
い
る
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(30) (26) (16) (21) 

刊 1 刊 2 稿A 稿B

( 6 ) ( 3 ) (11) (1 ) 

Bl B2 B3 B4 

Being 

神 8 2 1 1 

上帝 1 2 2 1 
Creator 

神 5 

造物主 2 3 

主宰 1 7 3 

造化 7 

Deity 

神 2 2 3 

造化神 1 

上帝 2 3 3 

神明 1 3 

God 

ネ申 5 8 9 5 

天神 1 

神明 1 

上帝 1 4 4 7 

Gods 

神 1 

鬼神 1 

神明 3 

天神 1 

衆神 3 

Nature 

天然 93 

造化 23 5 

両間 3 5 

万有 11 3 4 4，、~ 

－ノl、a （二LI 

天

天地自然 1 

天理 1 

Universe 
ーノ」L、－＂ rノ1、』 3 4 

造化 1 

両間

万有 3 2 

429 
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こ
と
は
、
す
で
に
先
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
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ま
た
稿
本
B

に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ら
を
書
体
の
違
い
に
応
じ
て
B
l

、

B
2

、

B 

3
、

B
4

と
識
別
し
た
こ
と
も
、
前
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
分
の
上
の
括
弧
の
な
か
に
記
し
た
数
字
は

ロ
プ
ソ
ン
編
集
の
原
書
の
ペ
ー
ジ
数
を
表
し
て
い
る

た

と
え
ば
、
刊
1

（
三O
）
、
刊
2

（
二
六
）
と
は
、
刊
本
第
一
篇
は
、
全
集
版
X
で
一
二0
ペ
ー
ジ
、
刊
本
第
二
篇
は
二
六
ペ
ー
ジ
あ
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
稿
本
A

は
一
六
ペ
ー
ジ
、
稿
本
B

は
二
一
ペ
ー
ジ
で
、
さ
ら
に
稿
本

B

を
細
分
化
す
れ
ぽ
、
B

ー
が
六

Jζ 

シ

B
2

が
三
ペ
ー
ジ
、

B
4

が
一
ペ
ー
ジ
で
あ
る
。

B
3

が
一
一
ペ
ー
ジ
、

さ
て
、
表
の
内
容
と
数
字
に
つ
い
て
説
明
し
よ
う
。
目
。
一
口
問
に
は
、
神
と
上
帝
と
い
う
二
つ
の
訳
が
あ
る
。
神
と
い
う
訳
語
は
、

刊
本
l

で
八
回
、
刊
本
2

で
二
回
、
稿
本
A
で
一
回
、
稿
本
B
l

で
一
回
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

上
帝
は
、
刊
本
1

で
一
回
き
り
で
あ
る
が
、
稿
本

A
で
二
回
、
稿
本
B
2

で
二
回
、
稿
本
B
3

で
一
回
あ
り
、
刊
本
と
A

、

B

を
含

め
た
稿
本
と
の
間
で
、
訳
語
の
選
択
上
、
訳
者
の
相
違
を
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

な
ぜ
な
ら
、
刊
本
で
は
神
が
一

O
回
、

上
帝
で
一
回
で
あ
る
の
に
、
稿
本
全
体
で
は
神
二
回
、

上
帝
五
回
あ
り
、
数
が
逆
転
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

一
方
、
稿
本
A
と
稿

本
B

と
の
聞
に
は
訳
語
上
ほ
と
ん
ど
変
わ
り
が
な
い
。

た
だ
し
、
以
上
の
回
数
の
数
え
方
は
、
原
書
で
見
ら
れ
る
回
包
ロ
問
と
い
う

表
記
箇
所
の
み
を
勘
定
し
、
出
色
口
問
を
指
す
代
名
詞
（
日
け
ま
た
は
日
付
回
）

の
訳
語
は
勘
定
に
入
れ
な
か
っ
た
（
以
下
同
様
）
。

次
に
、
の
店
主
。
吋
の
場
合
を
見
ょ
う
。
こ
こ
に
は
、
神
、
造
物
主
、
主
宰
、
造
化
の
四
種
類
の
訳
語
が
あ
る
。
ま
ず
刊
本
で
は
、

神
五
回
、
造
物
主
二
回
、
造
化
七
回
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

A
、

B

を
含
め
た
稿
本
に
は
、
神
が
一
回
し
か
現
れ
ず
、
造
化
の
訳
語

は
、
す
っ
か
り
消
え
て
し
ま
っ
て
い
る
。

た
だ
し
、
造
物
主
は
、
刊
本
二
回
、
稿
本
三
回
で
、
変
化
は
無
い
。

さ
ら
に
、
稿
本
B

で

は
、
主
宰
と
い
う
訳
語
が
一
O
回
も
現
れ
て
、
刊
本
の
訳
者
と
稿
本
の
訳
者
と
の
相
違
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

る



ま
た
稿
本
A
と

B

と
の
間
に
も
、
稿
本

A
は
、
造
物
主
が
三
回
、
主
宰
が
一
回
な
の
に
対
し
て
、
稿
本
B

は
、
造
物
主
が
消
え
て

し
ま
い
、
主
宰
が
一
O
回
と
多
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
で
、
稿
本
A
と

B

と
で
、
訳
者
が
違
っ
て
い
る
可
能
性
を
強
く
示
し
て
い

る
次
に
、
口
忠
守
を
見
ょ
う
。
刊
本
1

と

2

は
、
神
四
回
、
造
化
神
一
回
で
あ
る
が
、
稿
本

A
で
も
、
神
は
三
回
出
て
き
て
お
り
、

刊
本
に
近
い
。

一
方
、
造
化
神
と
い
う
訳
語
は
無
く
な
り
、
代
わ
り
に
上
帝
二
回
、
神
明
一
回
が
現
れ
る
。
稿
本

B

に
な
る
と
、
刊

本
の
訳
語
は

一
切
消
え
て
し
ま
う
。

し
た
が
っ
て
、
稿
本

A
に
は
あ
っ
た
神
も
消
え
、

そ
の
代
わ
り
に
上
帝
六
回
、
神
明
三
回
、
が

現
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
刊
本
と
稿
本
の
訳
者
の
相
違
と
と
も
に
、
稿
本

A
と

B

と
の
聞
に
も
、
相
違
が
あ
る
よ
う
に
忠
わ
れ
る
。

。
。
仏
は
、
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
刊
本
、
稿
本
を
通
じ
て
、
神
と
い
う
訳
語
が
多
い
。
刊
本
は
、

一
三
回
、
稿
本
は

A
、

B

を

諸
に
し
て
、
神
が
一
四
回
あ
り
、

ほ
ぼ
同
数
で
あ
る
。

上
帝
な
ど
の
訳
語
が
見
ら
れ
る
。
他

た
だ
し
、
刊
本
に
は
、
天
神
、
神
明
、

方
、
稿
本
の
A
と

B

に
は
、
神
と
上
帝
と
い
う
こ
つ
の
訳
語
が
現
れ
る
。
詳
細
に
見
る
と
、
稿
本

A
で
は
、
神
九
回
、
上
帝
四
回
の
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割
合
で
あ
る
が
、
稿
本
B

で
は
、
神
五
回
、
上
帝
一
一
回
の
割
合
で
現
れ
、

A
と

B

と
の
間
で
、
神
と
上
帝
の
用
例
数
が
逆
転
し
て

い
る
の
が
見
ら
れ
る
。

ま
た
稿
本
B
1

と
稿
本
B
3

と
の
間
で
は
、
前
者
が
神
五
回
、

上
帝
四
回
で
あ
る
の
に
、
稿
本

B
3

で
は
、

神
が
無
く
な
り
、
上
帝
だ
け
が
七
回
出
て
く
る
点
で
、
稿
本

B
l

と

B
3

と
の
聞
に
も
、

や
や
相
違
を
感
じ
さ
せ
る
。

次
の
の
。
含
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
、
刊
本
と
稿
本
の
間
に
か
な
り
は
っ
き
り
し
た
区
別
が
感
じ
ら
れ
る
。
刊
本
の
ほ

う
は
、
訳
語
と
そ
の
回
数
は
、
神
一
回
、
鬼
神
一
回
、
神
明
三
回
、
天
神
一
回
で
あ
り
、
訳
語
が
散
在
し
て
い
て
、

訳
語
の
選
択
に

苦
労
し
て
い
る
様
子
が
伺
え
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
稿
本

A
は
、
衆
神
と
い
う
訳
語
だ
け
が
三
回
現
れ
て
い
る
。

他
方
、
Z
9
2
2

を
見
る
と
、
こ
こ
で
も
、
刊
本
、
稿
本
の
聞
に
、
大
き
な
断
絶
が
見
ら
れ
る
。
刊
本
一
で
は
、
天
然
九
三
回
、

431 

ま
た
両
間
三
回
、
そ
の
他
六
合
、
天
、
天
地
自
然
、
天
理

造
化
二
三
回
で
あ
り
、
こ
の
二
つ
の
訳
語
で
大
半
が
占
め
ら
れ
て
い
る
。
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が
、
各
一
回
分
散
的
に
現
れ
て
い
る
。
刊
本
2

は
、
造
化
が
五
回
、
そ
の
他
、
天
然
、
両
問
、

432 

万
有
が
各
一
回
で
あ
る
。
こ
れ
に
対

し
て
、
稿
本
A
に
な
る
と
、
刊
本
で
大
半
を
占
め
て
い
た
天
然
、
造
化
が
消
え
、
両
聞
が
五
回
、

万
有
が
一
一
回
現
れ
、
訳
語
の
選

択
が
か
な
り
変
化
し
て
い
る
。
稿
本
B

に
な
る
と
、
稿
本
A

の
両
聞
が
現
れ
ず
に
、
A
に
見
ら
れ
た
万
有
が
全
部
で
九
回
現
れ
て
主

流
を
占
め
、
さ
ら
に
六
合
、
天
然
、
各
一
回
と
い
う
よ
う
に
、
変
化
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
刊
本
と
稿
本
の
問
、
お
よ
び
稿
本
同

土
の
間
で
も
、
や
や
相
違
が
感
じ
ら
れ
る
。

d
E
4
0吋
習
で
は
、
刊
本
l

の
み
で
、
六
合
三
回
、
造
化
一
回
で
あ
る
が
、
稿
本
で
は
、
同
様
に
六
合
四
回
と
両
間
一
回
が
見
ら

れ
る
。
刊
本
と
稿
本
A
と
の
差
は
あ
ま
り
無
い
。

し
か
し
、
稿
本
B

に
な
る
と
、
六
合
は
す
っ
か
り
消
え
、
刊
本
1

と
稿
本
A
と
で

見
ら
れ
な
い
万
有
が
五
回
も
現
れ
て
主
流
を
占
め
る
。
こ
こ
で
も
、
稿
本
A
と
稿
本
B

と
の
聞
に
は
、
訳
語
の
相
違
が
見
ら
れ
る
の

で
あ
る

以
上
の
専
門
用
語
を
比
較
し
て
み
れ
ば
、
第
一
に
刊
本
と
稿
本
と
の
聞
の
か
な
り
の
相
違
が
発
見
さ
れ
よ
う
。
そ
こ
で
、
刊
本
が

小
幡
訳
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
稿
本
の
ほ
う
は
、
小
幡
の
訳
で
は
な
い
可
能
性
が
大
き
い
。
も
ち
ろ
ん
小
幅
が
訳
業
を
す
す
め
て
い
く

う
ち
に
、
訳
語
を
次
第
に
変
え
て
い
っ
た
と
い
う
可
能
性
も
無
い
わ
け
で
は
な
い
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
可
能
性
を
上
回
る
相
違
が

刊
本
と
稿
本
と
の
間
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
、
稿
本
A
と
稿
本
B

と
は
、
英
文
の
分
量
も

一
六
ペ
ー
ジ
と
二
一
ペ
ー
ジ
づ
つ
あ
っ
て
、
量
的
に
は
あ
ま
り
変
わ
ら
な

い
が
、
書
体
だ
け
の
違
い
で
は
な
く
、
さ
ら
に
訳
業
の
上
で
も
違
い
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
稿
本

B

に
は
他
の

稿
本
と
く
ら
べ
、
大
幅
な
訳
を
抜
か
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
原
書
で
四
六
一
ペ
ー
ジ
の
下
よ
り

六
行
目
か
ら
四
六
二
ペ
ー
ジ
の
上
か
ら
一
八
行
目
ま
で
の
二
四
行
分
の
英
文
の
訳
が
抜
け
て
い
る
。
稿
本
A
と
稿
本
B

と
は
と
も
に

（
ロ
）

理
解
の
し
に
く
い
訳
も
ま
ま
発
見
さ
れ
る
。

誤
訳
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
稿
本
B

は
、
稿
本
A
に
く
ら
べ
て
、



さ
て
、

以
上
に
お
い
て
、
ミ
ル
の
『
宗
教
三
論
』
と
小
幡
篤
次
郎
に
よ
る
訳
書
「
弥
児
氏

宗
教
三
論
」
と
に
つ
い
て
、
準
備
的

な
考
察
を
行
っ
て
き
た
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
本
書
は
、
ミ
ル
自
身
が
出
版
を
承
認
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
彼
の
死
後
、
義
子
の

出
。
－S
J
門9
1
3
に
よ
っ
て
、
出
版
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
ミ
ル
に
と
っ
て
は
、

ま
だ
最
終
の

し
た
が
っ
て
、

完
全
原
稿
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
実
際
に
英
文
と
し
て
見
て
も
、
他
の
ミ
ル
の
著
作
と
く
ら
べ
る
と
、

い
え
」

さ
か
読
み
に
く
い
文
章
で
書
か
れ
て
い
る
。

し
か
も
、
内
容
的
に
は
、
ミ
ル
の
著
作
の
中
で
は
、

お
そ
ら
く
最
も
難
し
く
ま
た
最
も

微
妙
な
内
容
を
も
っ
た
本
で
あ
っ
た
か
ら
、
小
幡
に
と
っ
て
、

ま
た
お
そ
ら
く
小
幡
の
弟
子
た
ち
の
訳
者
に
と
っ
て
は
、

か
な
り
翻

訳
し
に
く
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る

ミ
ル
の
他
の
著
作
と
比
較
し
て
み
る
と
、

一
八
五
九
年
に
出
版
さ
れ
た
が

日
本
で
そ
の
翻
訳

た
と
え
ば
、
O
ロ
F
5
0
ユ
可
は
、

書
が
中
村
敬
宇
に
よ
っ
て
翻
訳
刊
行
さ
れ
た
の
が
、
英
国
で
の
出
版
後
一
二
年
経
っ
た
明
治
四
年
こ
八
七
一
）
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
が
有
名
な
『
自
由
之
理
』
で
あ
る
。

ま
た
英
国
で
一
八
四
八
年
に
出
版
さ
れ
た
可
江
口
丘
1
2
え
可
。
ロ
t
s
－
開
8
5
5

匂

はj

ミルの「宗教三論』と福津諭吉の宗教観

二
七
年
後
の
明
治
八
年
に
、
林
董
…
と
鈴
木
重
明
と
の
共
訳
で
、
「
経
済
論
」
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。
ま
た
一
八
六
一
年
に
英
国
で
出

版
さ
れ
た
の
。
ロ
白
日
仏
2
9

立
。
5
8
H
W
8
5
8
巳
丘
町
。
。
。
ぐ
。5
5
8

仲
は
、
永
峰
秀
樹
に
よ
っ
て
一
四
年
後
の
明
治
八
年
（
一
人
七
五
）

に
翻
訳
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
著
書
は
、
ミ
ル
の
代
表
作
の
幾
っ
か
で
あ
る
が
、

い
ず
れ
も
出
版
の
時
期
と
日
本
で
の
翻
訳
刊
行
さ
れ
た
時
期
と
の
あ

か
な
り
の
時
間
が
た
つ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
『
宗
教
三
論
』
は
、
出
版
が
一
八
七
四
年
で
あ
る
の
に
、

J
、
よ
」V」
キ
点
、

I
1
i
t
 

そ
の
翻
訳
は
、

わ
ず
か
三
年
後
の
明
治
一
O
年
（
一
八
七
七
）
に
い
ち
早
く
翻
訳
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
『
宗
教
三
論
』
は
、
内
容
的
に
も
翻
訳
が
む
ず
か
し
く
、
し
か
も
、
出
版
後
間
も
な
く
翻
訳
出
版
さ
れ
た
こ
と
に

433 

は
、
日
本
の
社
会
思
潮
の
な
か
に
も
、
本
書
の
翻
訳
を
求
め
る
原
因
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
次
節
で
は
、
『
宗
教
三



噌的噌

程
』

·.R穏
揺
れ

J兵
ぷ

4時
報
品

l舟
v
i
-
0
m
+
f

Q:;t~M目
掛
睦
会

j事
E；
時
以
う
ヨ
Y

l-0 
~J
心

.v
，
＿
）
吋
心
。

(.-4) 
M
.
 Robson, 

ed., 
Collected 

W
o
r
k
s
 of 

J
o
h
n
 Stuart 

Mill, 
X
,
 University 

of 
Toronto Press, 

Routledge &
 K
e
g
a
n
 Paul, 

1969. 

(
 "1)

“
T

o Harriet Mill, 
Feb. 

4
 1854””

F
ran

cis E. 
M
i
n
e
k
a
 
&

 D
w
i
g
h
t
 N
.
 Lindley, 

ed., 
T
h
e
 Later 

Letters 
of 

J
o
h
n
 
Stuart 

Mill, 

1848-1873, 
X
I
V
,
 University 

of 
T
o
r
o
n
t
o
 
P
r
e
s
日，

1972,
p. 

149. 

（
∞
）
“
T
o
 
H
a
r
r
台

t
Mill, 

Feb. 
7, 

1854””
ibid., 

p. 
152. 

（寸·）

（
凶
）
“
T
o

Harriet 
Mill. 

M
a
r
c
h
 20, 

1854," 
ibid., 

p. 
190. 

（ω
）
“
T
o
 R
o
b
e
r
t
 Pharazin, 

A
u
g
.
 
21, 

1866,”
T

he 
Later Letters 

of 
J
o
h
n
 Stuart 

Mill, 
X
V
I
,
 1972, 

p. 
1195. 

（
ト
）
“
T
o

Florence 
Nightingale, 

Sep. 
23, 

18印
，
”
T
h
e

L
a
t
e
r
 Letters 

of 
J
o
h
n
 Stuart 

Mill, 
X
V
,
 1972, 

p. 
709 

(
 

oo) 
"
T
o
 A
l
e
x
a
n
d
e
r
 Bain, 

April 
11, 

1860,”
ibid., 

p. 
696. 

(0))
“

T
o 
Joseph Napier, 

Dec. 
24, 

1862,”
ibid., 

p. 
814. 

（
~
）
 
~
怜
お

<1i..>J同
..>JQ11粗

悪
日
余
士

.;2Q
ぜ
’
~
盟
輔
繍

4く
緋
わ
〈
許
告
さ
Q
但
鰹
同
制
報
開
Q
書留保弘吋）＇（＇。

1革
特
同
会
に

j向
日
’
凶
N
’
凶
∞
’
凶
司

Qf3.l\'
~
 

兵
士
ぷ
Q
！
！
’
繍

i刊号
t」
吋
向
。

-0~ヰ
百
三
！
と
怜
Q
匝
~
！
！
’
関
側
Q
心
）

j
心
紺
田
司
杓
ぶ
ミ
ド
ユ
必
ム
。
制

12\:1事
；
宇
←
K'-S聾

舵
安
$
~
主
Q
航
’

Hド遺言
-0A1

士f’
ぬ

'V":!;!V

ト
....J-O小

千
J必
c

’
1
~
’
~
＃

<1i’
擢
＊
同
竺
’
ユ
ト

~..,9誕
柚
千

J細
ゐ

~\--1
~二
時
Q
v

－：ら聾
Q
制
加
や
ゆ
逗
入
J
~
＋h
ヤ
迂
詳
ヤ

K'>J.-\!'..,S.韻
J
ム
。

i-\-'UV

i事
＃

<1i制
12
笠
間
も
毛
謹
Q
棚
ム

4」..,9Q~ミ
切
れ
長
Q

穿｛｝.！..！！！事長J
ム
。

（
口
）

J. 
M
.
 Robson, ed., 

E
s
s
a
y
s
 o

n
 ethics, 

religion 
a
n
d
 society. 

Collected 
W
o
r
k
s
 of 

J
o
h
n
 Stuart 

Mill, 
X
,
 
1969. 

（
出
）
園
陸
Q
.....) 
11 

'V"ム
出
Q
］
窓
会

1:z:w-11特
を
点
。

“W
e m

a
y
 e
v
e
n
 s
a
y
 
that 

a
 feeling 

of 
obligation 

w
h
i
c
h
 
is 

m
e
r
e
l
y
 the 

result 
of 

a
 c
o
m
m
a
n
d
 is 

not 
w
h
a
t
 is 

m
e
a
n
t
 b
y
 m
o
r
a
l
 

obligation 
which, 

o
n
 
the 

contrary, 
supposes 

s
o
m
e
t
h
i
n
g
 
that 

internal 
conscience 

bears 
w
i
t
n
e
s
s

むo
as 

binding 
in 

its 
o
w
n
 

nature; 
a
n
d
 w
h
i
c
h
 God, 

in 
superadding his 

c
o
m
m
a
n
d
,
 c
o
n
f
o
r
m
s
 
to 

a
n
d
 
perhaps 

declares, 
but 

does 
not 

create. 
Conceeding, 

then. 
for 

the 
s
a
k
e
 of 

the 
a
r
g
u
m
e
n
t
,
 
that 

the 
m
o
r
a
l
 sentiment 

is 
as 

purely 
of 

the 
m

ind ’s 
o
w
n
 
growth, 

the 
obligation 

of 

d
u
t
y
 
as 

entirely 
independent of 

experience 
a
n
d
 acquired 

impressions, 
as 

K
a
n
t
 or 

a
n
y
 other 

metaphisician 
ever contended, 

it 

m
a
y
 yet 

be 
maintained 

that 
this 

feeling 
of 

obligation 
rather 

excludes, 
than 

compels, 
the 

belief 
in 

a
 Divine 

legislator 

m
e
r
e
l
y
 
as 

the 
course 

of 
the 

obligation ：
．
れ

駅出M村田宇田



上
述
の
英
文
は
、
』
・
冨
－M
W各
国
。
ロ
編
集
の
の
。
ロ0
2
0仏
当

Z
E

－
M

の
主
印
匂
・
下
か
ら
九
行
目
か
ら
主
0
・
匂
・
の
二
行
け
ま
で
の
英
文
で
あ
る
。
以
上
の

英
文
を
稿
本
の
訳
者
は
、
次
の
よ
う
に
訳
し
て
い
る
。

「
加
之
－
一
命Aヱ
何
ル
ニ
継
テ
義
務
ノ
市
出
伺
ル
ハ
道
徳
上
ノ
義
務
ト
其
趣
ヲ
異
－
一
セ
リ
所
講
道
徳
上
ノ
義
務
ナ
ル
モ
ノ
ハ
我
レ
我
ガ
心
ヲ
欺
ク
ニ
忍
ヒ
ザ
ル
ノ
立
－
一

シ
テ
神
其
命
令
ヲ
加
フ
ル
ト
キ
之
－
二
致
シ
之
ヲ
宣
告
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
之
ヲ
始
創
ス
ル
非
ザ
ル
／
説
ヲ
聞
ク
ニ
至
レ
ド
モ
今
姑
ク
之
ヲ
措
キ
立
論
ノ
ナ
シ
易
カ

ラ
ン
ガ
為
メ
カ
ン
ト
氏
或
ハ
他
ノ
心
理
学
者
ガ
曽
テ
論
争
ス
ル
如
ク
道
徳
ノ
性
ハ
専
ラ
精
神
裏
－
一
発
育
シ
テ
職
務
ノ
義
務
ハ
全
ク
経
験
ト
感
染
ト
ニ
関
セ
ザ
ル
ノ

説
ヲ
許
ス
モ
尚
ホ
義
務
ヲ
感
ス
ル
ノ
心
ハ
義
務
ノ
淵
源
ヲ
主
宰
ニ
帰
ス
ル
ノ
信
向
ヲ
鼓
舞
ス
ル
モ
ノ
ニ
非
ズ
シ
テ
却
テ
之
ヲ
拒
絶
ス
ル
ノ
説
ヲ
容
ル
ベ
シ
」

ま
た
原
書
h
H
G
H
H

）
・
の
第
二
パ
ラ
グ
ラ
フ
に
出
て
く
る
宕
r
a
a
2
E
3
2

は
、
「
徴
証
ノ
結
合
」
と
誤
訳
さ
れ
て
い
る
。
刊
本
も
誤
訳
が
な
い
わ
け
で
は

な
い
が
、
稿
本
に
く
ら
べ
て
少
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

さ
て
、
明
治
政
府
は
、
開
国
以
来
、
西
洋
文
明
を
移
入
す
る
こ
と
に
熱
心
で
は
あ
っ
た
が
、
こ
と
キ
リ
ス
ト
教
に
は
禁
制
の
措
置

ミルの r宗教三論』と福津諭吉の宗教観

を
取
り
、
明
治
元
年
陰
暦
三
月
一
五
日
に
、
「
切
支
丹
宗
門
ノ
儀
ハ

筋
之
役
所
へ
可
申
出
御
褒
美
可
被
下
事
」
と
い
う
高
札
を
出
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
政
府
は
、
明
治
時
代
に
な
っ
て
も
、
弾

圧
を
続
け
た
。

（
是
迄
ノ
通
）
堅
ク
御
制
禁
タ
リ
。
若
不
審
ナ
ル
者
是
有
之
ハ
其

一
方
キ
リ
ス
ト
教
の
弾
圧
は
、
海
外
に
も
報
道
さ
れ
、
明
治
四
年
に
欧
米
に
派
遣
さ
れ
た
岩
倉
具
視
大
使
が
会
議
の
席
に
お
い
て

ア
メ
リ
カ
側
か
ら
抗
議
を
受
け
、
「
教
法
ノ
苛
責
ヲ
防
キ
タ
ル
上
一
一
ア
ラ
サ
レ
ハ
自
由
ノ
交
際
ハ
出
来
サ
ル
モ
ノ
ニ
候
一
体
外
国
ノ

教
法
ヲ
侮
辱
致
ハ
即
チ
外
国
人
ヲ
侮
辱
ス
ル
ニ
当
リ
候
」
と
詰
問
さ
れ
て
い
る
。

」
う
し
て
、
岩
倉
は

キ
リ
ス
ト
教
の
禁
制
を
解

く
決
心
を
固
め
る
に
い
た
っ
た
。
他
方
、
国
内
か
ら
も
、
た
と
え
ば
、
中
村
敬
宇
は
、
明
治
四
年
、
「
擬
泰
西
人
上
書
」
を
新
聞
雑

誌
第
五
六
号
に
投
稿
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
の
禁
制
解
除
を
迫
っ
た
。
彼
は
、
キ
リ
ス
ト
教
こ
そ
西
洋
の
精
神
で
あ
り
、
そ
の
他
の
文

435 
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明
が
そ
の
枝
葉
に
す
ぎ
な
い
と
主
張
し
、
精
神
の
移
入
こ
そ
重
要
で
あ
る
と
し
た
の
で
あ
る
。
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」
う
し
た
内
外
に
わ
た
る
圧
力
に
よ
り
、
政
府
は

つ
い
に
明
治
六
年
二
月
二
回
目
、
「
従
来
高
札
之
儀
ハ
一
般
熟
知
ノ
事
ニ
付

向
後
取
除
キ
可
申
事
」
と
い
う
布
告
を
出
し
た
。
こ
れ
は
、

キ
リ
ス
ト
教
を
黙
認
し
た
わ
け
で
あ
る
。
黙
認
と
は
い
え
、

キ
リ
ス
ト

教
の
宣
教
を
許
し
た
こ
と
は
、
当
時
の
思
想
家
た
ち
に
と
っ
て
大
問
題
で
あ
っ
た
。

キ
リ
ス
ト
教
は
、
邪
教
と
み
な
さ

(4
) 

れ
て
い
た
し
、
西
洋
諸
国
の
ア
ジ
ア
侵
略
の
隠
れ
蓑
に
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
当
時
の
思
想
的

な
ぜ
な
ら
、

指
導
者
た
ち
は
、
キ
リ
ス
ト
教
を
含
め
た
宗
教
を
、
新
時
代
の
社
会
の
中
で
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
た
ら
い
い
か
を
議
論
し
た
の
で

あ
る
。
明
治
時
代
の
最
初
の
学
会
誌
で
あ
っ
た
『
明
六
雑
誌
』
に
も
、
宗
教
を
め
ぐ
る
多
く
の
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
『
明
六
雑
誌
』
の
上
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
の
中
で
、
当
時
の
人
々
の
宗
教
に
対
す
る
見
方
を
眺
め
て
み
よ
う
。
『
明
六
雑

誌
』
は
、
明
治
七
年
二
月
か
ら
明
治
八
年
一
一
月
ま
で
四
三
号
を
発
行
し
、

一
五
五
篇
の
論
文
を
載
せ
て
い
る

一
五
五
篇
の
う
ち
、

宗
教
諭
二
二
篇
、
哲
学
一
四
篇
、
道
徳
一

O
篇
、
新
国
家
の
精
神
に
つ
い
て
の
論
が
七
篇
、
政
治
論
二
三
篇
、
経
済
論
一
七
篇
、
自

由
と
権
利
九
篇
、
法
律
七
篇
、
外
国
人
と
の
交
際
論
五
篇
、
啓
蒙
、
教
育
、

人
材
論
が
六
篇
、
開
化
論
六
篇
、
学
問
論
、
学
者
論
が

一
O
篇
、
女
性
論
一
五
篇
、
迷
信
に
つ
い
て
の
論
が
四
篇
、
国
語
改
革
が
四
篇
、

以
上
の
分
類
は
、
筆

そ
の
他
が
一
二
篇
で
あ
る
。

者
の
限
か
ら
見
て
、
同
一
論
文
の
中
で
も
幾
つ
か
の
テ
I

マ
が
見
い
だ
さ
れ
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
一
篇
と
数
え
た
。
す
る
と
、
全
体
と

し
て
宗
教
諭
が
二
二
篇
も
あ
る
こ
と
は
、
明
六
社
社
員
が
い
か
に
宗
教
に
関
心
が
あ
っ
た
か
を
示
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

今
、
宗
教
に
関
す
る
論
文
だ
け
を
列
挙
し
て
み
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る

杉
享
二
「
峨
国
彼
得
王
ノ
遺
訓
」
、
津
田
真
道
「
開
化
ヲ
進
ル
方
法
ヲ
論
ス
ヘ
西
周
「
教
門
論
一
、
二
、
三
、
五
、
／、

七

加
藤
弘
之
「
米
国
政
教
正
、
続
、
続
々
」
、
森
有
礼
「
宗
教
」
、
柴
田
昌
吉
「
ヒ
リ
モ
ア
万
国
公
法
ノ
内
宗
教
＼
杉
享
二
「
人
間
公

共
ノ
説

第
一
、
第
二
、
第
つ
ご
、
中
村
敬
宇
「
人
民
ノ
性
質
ヲ
改
造

三
」
、
津
田
真
道
「
一
二
聖
論
＼
柏
原
孝
章
「
教
門
論
疑
問



ス
ル
説
」
、
「
善
良
ナ
ル
母
ヲ
造
ル
説
」
、
坂
谷
素
「
政
教
ノ
疑
」
「
天
降
説
ノ
続
キ
＼

以
上
の
論
文
は
、

一
三
サ
）
と
森

さ
ら
に
ゴ
一
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
第
一
の
種
類
は
、
加
藤
弘
之
の
「
米
国
政
教
」
（
五
号
、
六
号
、

有
礼
の
「
宗
教
」
（
六
号
）
で
あ
る
。加
藤
は
、
r
m
a
F
P弓
ユ
m

叶
。E
H）ω
Cロ
の
同
町
。
y
o
z
E

∞
g

巳
宮
門
目
。
ロ
ぐ
の
吋
巴
ロ
日
間
芯
ロ
∞

g
o
窓
口
・

問
。
吋
ロP
H
∞
寸ω

を
抄
訳
し
て
お
り
、

ま
た
森
は
、
何
百
日
目
。
ロ
・
〈
旦
け
巴
の
りg
E
e
ω

向
。
ロ
∞
・
。
ロ
宵
宮
己
完
【
凶

O
H
o
－
。
日H
H
o
g
g口
。

名
目
｝
ロ
円
七

H
P
m
p
F
g
E

巳
g
o

伴
内
同Sm
o
g
g

日5

・
z
g
吾
川
F
g
y同
∞
印
∞
を
抄
訳
し
な
が
ら
、
政
治
と
宗
教
と
を
、
法
的
に
分
離
す
る

政
策
を
紹
介
し
て
い
る
。

加
藤
論
文
に
よ
れ
ば
、
祭
政
一
致
が
国
家
の
禍
を
招
く
原
因
で
あ
り
、
祭
政
分
離
こ
そ
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸

国
が
歴
史
か
ら
学
び
取
っ
て
き
た
貴
重
な
教
訓
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

森
論
文
も
、

ほ
ぼ
同
じ
意
見
で
あ
り
、
加
藤
と
森
は
、
宗
教
の
社
会
的
功
利
性
を
評
価
す
る
立
場
か
ら
社
会
の
妨
害
に
な
ら
な
い

範
囲
で
、
宗
教
信
仰
の
自
由
を
認
め
よ
う
と
し
た
。

と
く
に
森
は
、
二
一
歳
の
と
き
こ
八
六
七
）
、

ア
メ
リ
カ
で
キ
リ
ス
ト
教
の
新

興
教
団
の
一
つ
で
あ
っ
た
ト
l
マ
ス
・
レ
l
ク
・
ハ
リ
ス
教
団
に
入
り
、

そ
の
教
団
が
経
営
し
て
い
た
葡
萄
園
で
の
共
同
生
活
に
参

ミルの『宗教三論』と福津諭吉の宗教観

加
し
、
勤
労
と
信
仰
の
生
活
を
送
っ
た
こ
と
が
あ
る

ハ
リ
ス
教
団
は
、
神
秘
主
義
的
な
傾
向
の
あ
る
新
興
教
団
で
、
森
は
、
こ
こ

で
信
仰
の
自
由
と
人
聞
の
精
神
的
多
様
性
の
発
展
と
の
聞
の
密
接
な
関
連
を
体
験
し
た
よ
う
で
あ
る
。
明
治
五
年
に
森
が
発
表
し
た

(6
) 

E

問
。
】
日
間
目
。

g

『
2
0
品
。s
z
n
H
8
8
一
P
5
0
5

。
ユ
色
。
ロ
仏
ロ
5

仕
え
の

F
Pユ
0
1．
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
関
連
を
説
明
し
て
い
る
。

第
二
の
種
類
は
、
西
周
の
「
教
門
論
」
（
四
号
外
）
、
坂
谷
素
の
「
政
教
ノ
疑
」
（
一
一
二
号
）
、
杉
亨
二
の

「
峨
国
彼
待
王
ノ
遺
訓
」

（
一
二
号
）
、
「
人
間
公
共
ノ
説
」
（
二
ハ
号
）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
論
文
は
、
宗
教
の
社
会
的
功
利
性
を
評
価
し
て
論
じ
る
だ
け
で
は
な
い
。

さ
ら
に
、
新
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
宗
教
信
仰
の
在
り
方
を
考
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

西
の
「
教
門
論
」

は
、
そ
の
前
半

た
と
え
ば
、

そ
れ
ら
の
条
件
と
し
て
、
第
一

で
、
宗
教
の
社
会
的
功
利
性
を
評
価
し
て
、
国
家
が
ど
ん
な
条
件
で
宗
教
を
許
す
べ
き
か
を
問
い
、

437 

に
、
政
府
部
内
に
宗
教
管
轄
の
部
署
を
新
設
し
、
政
治
に
有
害
な
場
合
に
禁
止
す
る
権
限
を
そ
の
部
署
に
も
た
せ
る
こ
と
、
第
二
に
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天
皇
制
と
矛
盾
す
る
宗
教
の
禁
止
、
第
三
に
、
賢
人
や
哲
人
の
宗
教
を
援
助
し
て
、
宗
教
を
純
清
筒
潔
に
し
て
い
く
の
が
よ
い
と
提
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案
し
て
い
る
。
「
教
門
論
」
後
半
で
は
、

西
は
、
彼
自
身
の
信
仰
内
容
を
述
べ
て
い
る
。
「
万
有
ノ
故
－
一
通
シ
心
性
ノ
微
ヲ
究
ム
レ
ハ
、

則
チ
其
知
以
テ
主
宰
ノ
在
ル
ヲ
推
シ
テ
之
ヲ
信
ス
ル
－
一
足
ル
」
と
主
張
し
て
、
こ
の
主
宰
と
は
、
天
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
天
と
は
、

自
然
現
象
の
青
空
で
も
な
く
、

つ
ま
り
理
の
根
拠
で
あ
る
と
彼
は
い
う
。

理
で
も
な
く
、
「
理
ノ
由
ル
所
」

「
蓋
シ
天
ト
云
フ
ハ
其
位
ヲ
指
ス
ノ
辞
ニ
シ
テ
、
至
高
対
ナ
キ
ヲ
云
フ
ノ
ミ
。
猶
国
王
ノ
府
之
ヲ
政
府
ト
謂
ヒ
国
王
ヲ
尊
ビ
直
チ
ニ
指
サ
ズ
シ

テ
殿
下
ト
謂
フ
ガ
如
シ
・
然
レ
ド
モ
政
府
即
チ
国
王
－
一
非
レ
ハ
直
一
一
其
体
ヲ
指
シ
テ
其
主
タ
ル
ヲ
以
テ
之
ヲ
帝
ト
云
ヒ
、
人
間
ノ
帝
一
一
嫌
ヒ
ア

ル
ヲ
以
テ
之
ヲ
上
帝
ト
云
ヒ
、
而
テ
其
功
徳
ノ
不
測
不
可
思
儀
ナ
ル
ヲ
以
テ
之
ヲ
神
ト
云
フ
。
」

こ
う
し
た
か
な
り
儒
学
的
で
も
あ
り
、
哲
学
的
で
も
あ
る
天
信
仰
を
、
西
は
、
真
理
に
近
い
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
こ
れ
を
明
治

の
宗
教
信
仰
と
し
て
提
案
し
た
の
で
あ
る
。

坂
谷
素
も
、

か
な
り
西
に
近
く
‘
儒
学
的
な
い
し
道
徳
的
善
を
信
仰
対
象
と
す
べ
き
だ
と
し
て
、

一
種
の
道
徳
教
を
提
案
し
た
。

Jラ
工
、

・
噌a
q
s
‘
ι
U唱

ギ
リ
シ
ャ
正
教
の
政
治
的
侵
略
性
を
批
判
し
、
こ
れ
に
対
抗
で
き
る
宗
教
信
仰
を
も
と
め
て
、
「
宇
内
盛
行
ノ
善
教
ヲ
撰
ミ

テ
之
一
一
従
」
う
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
、
第
二
の
種
類
の
論
文
は
、

キ
リ
ス
ト
教
以
外
の
儒
教
的
、
哲
学
的
信
仰
対
象

を
勧
め
て
い
る
。
こ
れ
も
ま
た
、
こ
う
し
た
宗
教
が
社
会
に
と
っ
て
貢
献
す
る
と
こ
ろ
が
大
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

第
三
の
論
文
群
は
、
中
村
敬
宇
の
「
人
民
ノ
性
質
ヲ
改
造
ス
ル
説
」
（
三
O
号
）
と
津
田
真
道
の
「
開
化
ヲ
進
ル
方
法
ヲ
論
ズ
」

（
三
号
）
で
あ
る
。
中
村
と
津
田
は
、
キ
リ
ス
ト
教
と
く
に
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
・
キ
リ
ス
ト
教
に
深
い
同
情
を
示
し
て
い
る
点
で
、
共

通
し
て
い
る
。
敬
宇
は
、
明
治
七
年
二
一
月
二
五
日
に
カ
ナ
ダ
・
メ
ソ
ジ
ス
ト
派
の
宣
教
師

G

・
カ
ッ
ク
ラ
ン
に
よ
り
洗
礼
を
受

キ
リ
ス
ト
教
に
最
も
接
近
し
た
立
場
で
、
人
民
の
心
情
と
品
行
を
高
め
る
た
め
に
、
西
洋
の
教
法
、
つ
ま
り
キ
リ

ス
ト
教
の
功
利
性
を
説
い
て
い
る
。
彼
は
、
明
治
八
年
に
中
国
伝
道
を
し
て
い
た

W
・
マ
l

チ
ン
の
書
い
た
『
天
道
遡
源
』
に
訓
点

け
て
い
る
か
ら
、



を
施
し
て
い
る
。
此
の
本
は
、
儒
教
思
想
に
親
し
む
中
国
人
に
キ
リ
ス
ト
教
を
伝
道
す
る
た
め
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で

は
、
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
。
即
ち
、
儒
教
は
、

五
倫
の
道
を
教
え
る
が
、
キ
リ
ス
ト
教
は
、
こ
の
五
倫
の
道
の
上
に
、
神
に

対
す
る
人
間
の
務
め
、

つ
ま
り
首
倫
を
説
く
六
倫
の
教
え
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
当
時
第
一
級
の
儒
学
者
で
あ
っ
た
敬
宇
は
、

こ
の
主
張
に
共
鳴
し
て
、
こ
の
書
に
訓
点
を
施
し
た
の
で
あ
る
。
五
倫
と
い
う
人
を
愛
す
る
道
と
、
第
六
倫
の
神
を
愛
す
る
道
を
説

く
キ
リ
ス
ト
教
を
モ
デ
ル
に
し
て
、
彼
は
、
明
治
元
年
に
「
敬
天
愛
人
説
」
を
発
表
し
て
い
る
。
後
に
、
キ
リ
ス
ト
教
か
ら
や
や
離

れ
て
い
く
が
、
明
六
社
社
員
の
な
か
で
は
、

キ
リ
ス
ト
教
の
側
に
た
っ
て
、
積
極
的
に
信
仰
の
自
由
を
説
い
た
数
少
な
い
一
人
で
あ

っ
た
。

一
方
、
津
田
真
道
は
、
開
化
を
進
め
る
方
法
と
し
て
、
宗
教
を
積
極
的
に
評
価
し
よ
う
と
し
た
。
特
に
、
キ
リ
ス
ト
教
が
開
化
の

方
法
と
し
て
最
善
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
た
。
中
で
も
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
、
自
由
で
文
明
に
最
も
近
い
宗
教
で
あ
る
と
い
う
。

さ
ら
に
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
な
か
で
も
、
「
其
尤
善
尤
自
由
尤
文
明
ノ
説
－
一
近
キ
者
ヲ
取
テ
我
開
化
ノ
進
歩
ヲ
助
ク
ル
ヲ
以
テ
我

ミルの『宗教三論』と福津諭吉の宗教観

邦
今
日
ノ
上
策
ト
ス
ヘ
シ
」
と
主
張
し
た
。
但
し
、
津
田
は
、
敬
宇
の
よ
う
に
、

キ
リ
ス
ト
教
に
入
信
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

以
上
が
明
六
社
の
代
表
的
な
人
々
の
見
解
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
、
当
時
の
指
導
者
た
ち
は
、

キ
リ
ス
ト
教
を
含
め
た
宗
教
を
新

日
本
の
社
会
の
な
か
に
適
切
な
形
で
、
受
け
入
れ
る
制
度
を
考
え
よ
う
と
し
、

ま
た
時
代
に
適
し
た
宗
教
を
も
と
め
よ
う
と
し
た
。

こ
こ
か
ら
、
宗
教
を
考
え
る
た
め
の
欧
米
の
文
献
が
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
『
宗
教
三
論
』
も
、
そ
の
一
つ
と
し
て
選
ば

れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（1
）
法
令
全
書
明
治
元
年
三
月
一
五
目
、
六
五
｜
七
ペ
ー
ジ
。

（2
）
小
沢
三
郎
『
日
本
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
史
研
究
』
東
海
大
学
出
版
、
一
九
六
回
、
小
沢
三
郎
『
幕
末
耶
蘇
教
研
究
』
日
本
基
督
教
団
出
版
、
一
九
七
三
．

（3
）
『
日
本
外
交
文
書
』
明
治
五
年
二
月
一O
目
、
七
O
号
、
外
務
省
編
纂
、
昭
和
三
四
年
、
3

・
百
十
円
2
・

（4
）
杉
亨
二
「
人
間
公
共
ノ
説
」
第
二
ハ
号
『
明
六
雑
誌
』
『
明
治
文
化
全
集
』
五
巻
雑
誌
篇
、
日
本
評
論
社
、
一
九
六
八
。

439 
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（5
）
上
掲
書
、
当
・
封
切
g
z
o
p
冨
冊
目B
E
N
P
E
E

－
r
c
『
ロ
巴
丘
吾
∞
仕
切
2
2
0

回
ロ
ロ
肉Eg
g
s

？
巴
尽
く
2

回
目
許
可
。
同
J
U
W
3
p
g田
・
5
弓
・

（6

）
大
久
保
利
謙
編
『
森
有
礼
全
集
』
第
一
巻
、
宜
文
堂
書
店
、
昭
和
四
七
年
。
明
治
文
化
研
究
会
編
『
明
治
文
化
全
集
』
一
九
巻
、
宗
教
席
、
日
本
評
論
社
。
比

較
思
想
史
研
究
会
編
『
人
間
と
宗
教1
近
代
日
本
人
の
宗
教
観
』
東
洋
文
化
出
版
、
昭
和
五
七
年
。

（7
）
丁
緯
良
。
中
村
敬
宇
訓
点
「
天
道
遡
原
全
」
聖
教
書
類
会
社
刊
行
、
明
治
八
年
。
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前
節
に
述
べ
た
よ
う
に
、
宗
教
へ
の
関
心
が
日
本
の
思
想
家
の
間
に
異
常
に
高
ま
っ
て
い
た
明
治
初
期
の
特
別
の
社
会
事
情
の
ゆ

え
に
、
参
考
文
献
の
一
つ
と
し
て
ミ
ル
の
『
宗
教
三
論
』
が
翻
訳
さ
れ
た
こ
と
は
、
明
ら
か
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
福
津
諭
吉
が
小

幡
訳
の
『
宗
教
三
論
』
に
「
弥
爾
氏

宗
教
三
論
緒
言
」
を
付
し
た
こ
と
は
、
彼
が
少
な
く
と
も
小
幡
訳
の
刊
本
第
一
篇
と
刊
本
第

二
篇
を
読
ん
だ
可
能
性
が
あ
り
、
そ
の
結
果
、
彼
は
「
蓋
シ
弥
爾
氏
ノ
著
書
其
意
味
深
遠
徹
密
、
仮
令
ヒ
小
幡
君
ノ
才
学
ヲ
以
テ
ス

ル
モ
訳
本
中
往
々
原
意
ヲ
尽
サ
サ
ル
モ
ノ
ナ
キ
ヲ
期
ス
可
ラ
ス
看
官
夫
レ
之
ヲ
諒
セ
ヨ
翻
訳
ノ
大
成
ハ
蓋
シ
再
版
ノ
時
ニ
ア
ル
可

シ
」
と
い
っ
た
の
で
あ
る
。
本
書
の
第
三
篇
の
寸
宮
古
宮
に
つ
い
て
は
、
福
津
は
、

お
そ
ら
く
原
書
で
読
ん
だ
か
、
小
幡
か
ら
内
容

を
聞
い
た
か
も
し
れ
な
い

そ
こ
で
、
第
三
節
で
は
、
以
上
の
事
情
を
ふ
ま
え
て
、
ミ
ル
の
『
宗
教
三
論
』
と
福
津
の
宗
教
観
と
を
比
較
し
て
み
る
こ
と
に
し

ょ

う

{1
) 

と
こ
ろ
で
、
『
ミ
ル
自
叙
伝
』

に
よ
れ
ば
、
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
の
家
庭
教
育
に
お
い
て
、

ほ
ぼ
一
般
的
で
あ
っ
た
キ
リ
ス
ト
教
教

育
と
は
全
く
無
縁
の
教
育
を
、
ミ
ル
は
、
父
ジ
ェ
l
ム
ズ
に
よ
っ
て
受
け
て
き
た
と
書
い
て
い
る
。

一
方
、
『
福
翁
自
伝
』
に
よ
れ

ぱ
、
福
津
諭
吉
も
、
父
に
先
立
た
れ
て
い
た
と
は
い
え
、
当
時
と
し
て
は
珍
し
く
宗
教
に
無
関
心
な
母
親
の
も
と
に
育
て
ら
れ
て
き



た
と
こ
ろ
か
ら
、
福
津
も
、
ミ
ル
と
同
様
に
宗
教
に
無
関
心
の
態
度
を
持
っ
て
育
て
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
宗
教
と
無
縁
な
二
人
が
ど
ん
な
宗
教
観
を
持
っ
て
い
た
か
を
、
今
比
較
し
て
み
る
た
め
に
、
ミ
ル
の
『
宗
教
三
論
』
の

中
で
問
題
と
さ
れ
た
つ
ぎ
の
六
つ
の
問
い
を
問
い
か
け
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
る
こ
と
に
し
よ
う
。
第
一
は
、
彼
ら
は
、
宗
教
を
ど
う

考
え
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第
二
は
、

キ
リ
ス
ト
を
ど
う
考
え
る
か
で
あ
る
。
第
三
は
、
超
越
的
存
在
（
神
）
を
ど
う
考
え
る

か
で
あ
る
。
第
四
に
、
神
の
存
在
証
明
を
ど
う
考
え
る
か
で
あ
る
。
第
五
は
、
霊
魂
の
不
死
を
ど
う
考
え
る
か
、
そ
し
て
第
六
に
、

奇
跡
を
ど
う
考
え
る
か
と
い
う
問
で
あ
る

第
一
の
問
い
か
ら
始
め
よ
う
。
ミ
ル
に
と
っ
て
宗
教
に
対
す
る
態
度
に
は
、
二
つ
の
対
照
的
な
態
度
を
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
つ
は
、
既
成
の
キ
リ
ス
ト
教
に
対
し
て
無
縁
の
家
庭
生
活
を
送
っ
た
ミ
ル
は
、

キ
リ
ス
ト
教
を
客
観
的
に
見
て
、
そ
の
社
会
的
功

利
性
を
計
ろ
う
と
す
る
態
度
を
取
っ
た
こ
と
で
あ
る

『
宗
教
三
論
』
第
二
篇
「
宗
教
の
功
利
性
」
の
回
目
頭
に
あ
る
ミ
ル
の
見
解
を
要
約
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
宗
教

ミルの『宗教三論』と福淳諭吉の宗教観

の
真
理
に
つ
い
て
は
、
擁
護
者
と
批
判
者
の
両
方
か
ら
書
か
れ
て
き
て
い
る
が
、
宗
教
の
功
利
性
に
つ
い
て
は
、

ほ
と
ん
ど
書
か
れ

る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
宗
教
が
真
理
を
示
す
な
ら
、
宗
教
の
有
用
性
も
別
に
証
明
を
必
要
と
す
る
こ
と
な
く
、
結
果
と
し

て
出
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
宗
教
の
真
理
を
証
明
す
る
た
め
の
議
論
が
説
得
性
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
今
日
、
宗
教
の
有

用
性
を
論
じ
る
こ
と
が
重
要
な
役
割
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
た
と
い
う
。
こ
う
し
て
ミ
ル
も
、
こ
の
第
二
篇
で
、
宗
教
の
功
利
性

を
論
じ
る
論
争
に
加
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
宗
教
を
突
き
離
し
て
客
観
的
に
そ
の
利
害
を
見
る
立
場
で
あ
る
。

一
方
、
福
津
も
、
こ
う
し
た
功
利
主
義
的
宗
教
観
を
明
確
に
持
っ
て
い
た
。
彼
に
と
っ
て
は
、
日
本
と
い
う
国
家
の
独
立
が
一
九

世
紀
に
お
け
る
当
面
の
至
上
命
令
と
し
て
音

ω識
さ
れ
て
い
た
か
ら
、
そ
の
た
め
に
役
立
つ
国
家
統
合
の
手
段
と
し
て
宗
教
の
功
利
性
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を
検
討
し
て
い
た
。
そ
し
て
明
治
八
年
の
『
文
明
論
之
概
略
』
に
お
い
て
、
彼
は
、
仏
教
を
「
最
愚
最
阻
の
人
心
を
緩
和
す
る
の
方
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(3
) 

使
た
る
の
み
」
と
仏
教
の
功
利
性
を
低
く
評
価
し
て
い
る
。
福
津
の
宗
教
に
対
す
る
評
価
は
、
明
治
八
年
以
後
、
時
代
の
進
展
と
と
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も
に
変
化
し
て
い
き
、
次
第
に
宗
教
へ
の
評
価
も
高
く
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
福
津
の
宗
教
の
功
利
性
の
評
価
に
関
し

(4
) 

て
は
、
筆
者
は
、
他
の
箇
所
で
記
し
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
ふ
れ
な
い
こ
と
に
す
る
。

さ
て
、
ミ
ル
と
福
津
の
二
人
に
共
通
す
る
宗
教
に
対
す
る
も
う
一
つ
の
態
度
は
、
ヱ
一
小
教
三
論
』
中
に
も
現
れ
る
人
類
教
（
問
。
出
向
言

。
同
国
ロg
g
g
可
）
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
す
で
に
第
一
節
で
ふ
れ
た
一
八
五
四
年
二
月
七
日
に
書
か
れ
た
手
紙
で
、
ミ
ル

が
列
挙
し
た
執
筆
計
画
の
う
ち
に
あ
る
「
将
来
の
宗
教

g

－
日
間
目
。
ロ
円

r
F
2

ロ
可
」
と
同
じ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
現
実
の
既
成
の

コ
ン
ト
か
ら
受
け
つ
い
で
い
た
ミ
ル
は
、
「
高
度
の
精
神
を
も
っ
た
信

者
」
つ
ま
り
「
人
類
の
う
ち
の
最
善
の
人
々
は
、
自
分
た
ち
自
身
の
性
格
を
完
成
さ
せ
る
た
め
の
宗
教
を
要
求
し
て
い
る
」
と
主
張

キ
リ
ス
ト
教
か
ら
将
来
の
宗
教
へ
の
発
展
と
い
う
構
想
を

ま
た
一
切
の
利
己
的
な
欲
望
目
的
を
ま

(7
) 

さ
し
く
卓
絶
す
る
も
の
と
し
て
認
め
ら
れ
た
理
想
の
目
的
に
む
か
つ
て
情
緒
と
欲
望
と
を
強
く
熱
心
に
向
か
わ
せ
る
こ
と
で
あ
る
」

し
た
。
ミ
ル
は
、
「
宗
教
の
本
質
は
、
最
高
度
の
卓
越
性
を
持
つ
も
の
と
し
て
認
め
ら
れ
、

と
い
う
。

し
か
も
、
こ
の
宗
教
の
条
件
を
満
た
す
も
の
が
、
人
類
教
で
あ
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
人
類
教
は
、
他
の
一
切
の
超
自
然
的
宗
教
よ
り
は
る
か
に
よ
く
こ
の
目
的
を
実
現
す
る
が
、
そ
の
第
一
の
理
由
は
、

人
類
教
は
公
平
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
思
想
と
感
情
を
自
己
か
ら
離
し
、

目
的
そ
れ
自
体
と
し
て
愛
さ
れ
、
追
求
さ
れ
た

利
他
的
な
目
的
に
定
着
さ
せ
る
と
い
う
。
第
二
に
、
そ
れ
は
、
人
間
の
性
格
の
質
を
高
め
改
善
す
る
手
段
と
し
て
優
れ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。

こ
う
し
た
人
類
教
の
思
想
を
、
ミ
ル
は
、
一
八
四
二
年
一
二
月
一
五
日
の
オ
l

ギ
ュ
ス
ト
・
コ
ン
ト
へ
の
手
紙
で
、
「
私
は
、
我
が

国
で
は
ま
こ
と
に
珍
し
い
こ
と
で
す
が

一
度
も
神
を
信
じ
た
こ
と
が
な
い
と
い
う
運
命
を
担
っ
て
き
ま
し
た
の
で
、
私
の
少
年
時

代
で
さ
え
も
、
私
は
、
い
つ
も
真
の
社
会
哲
学
を
創
造
す
る
こ
と
の
う
ち
に
、
人
間
の
道
徳
を
一
般
的
に
再
生
さ
せ
る
唯
一
の
可
能
な



根
拠
を
見
て
き
ま
し
た
し
、

ま
た
人
類
と
い
う
理
念
の
中
に
神
の
理
念
の
代
替
と
な
り
う
る
唯
一
の
理
念
を
見
て
き
ま
し
た
」
と
語

り
、
さ
ら
に
、
旬
・
M
V・
Z
目
。
『
己
へ
の
一
八
四
八
年
九
月
三O
日
の
手
紙
で
も
、

ぐ
Z
5
0
（
句
。
江
田
－

p
－F
H
E
∞
）
を
書
評
し
て
、
そ
の
価
値
の
一

コ
ン
ト
の
り
宮
8
ロ
2
2
H

・

H．
8
8
E
E

⑦
【
山
口
問
）

2
5
E

つ
を
「
人
類
崇
拝
が
宗
教
の
位
置
を
充
分
に
補
う
こ
と
が
で
き
る
」

と
い
う
点
に
見
い
出
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
人
類
教
は
、
超
自
然
的
宗
教
に
対
し
て
、
明
ら
か
に
近
代
主
義
の
流
れ
に
属
し
、
究
極

的
に
は
人
聞
を
こ
え
た
神
を
認
め
な
い
人
間
中
心
主
義
の
思
想
に
さ
お
さ
す
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、

い
う
ま
で
も
な
い
。

一
方
、
福
津
も
、
と
く
に
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
派
の
牧
師
の
ナ
ッ
プ

（
〉
ユ
号
冨
・
間
口m
w
E）
）
に
出
会
い
、
彼
が
も
っ
と
も
キ
リ
ス
ト
教

に
近
づ
い
た
頃
の
明
治
二
三
年
三
月
一
日
に
「
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
雑
誌
に
寄
す
」
（
「
ゆ
に
て
り
あ
ん
」
雑
誌
第
一
号
）
と
い
う
一
文
を
寄

稿
し
て
、
人
類
教
に
き
わ
め
て
近
い
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
・
キ
リ
ス
ト
教
に
深
い
共
鳴
の
言
葉
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

ミルの『宗教三論』と福津諭吉の宗教観

「
其
果
し
て
宗
教
な
る
と
然
ら
ざ
る
と
は
余
が
関
せ
ざ
る
所
な
れ
ど
も
、
教
の
目
的
は
人
類
の
位
を
高
尚
に
し
て
、
力
の
働
き
を
自
由
に
し
、

博
愛
を
主
と
し
‘
一
何
人
ご
家
族
の
関
係
に
至
る
ま
で
も
、
之
を
網
羅
し
て
善
に
向
か
は
し
む
る
に
あ
り
と
の
こ
と
な
れ
ば
、
都
て
是
れ
現
在

の
人
事
に
し
て
、
人
ホ
輩
宗
教
不
案
内
の
者
に
も
甚
だ
解
し
易
く
‘
果
し
て
其
実
効
を
奏
せ
ん
に
は
、
人
間
至
大
の
幸
福
こ
れ
に
過
る
も
の
あ
ら

（
日
）

ず
」

と
述
べ
て
い
る
。

こ
う
し
て
ミ
ル
と
福
津
と
の
親
近
性
は
、
少
な
く
と
も
明
治
二
三
年
の
頃
ま
で
は
継
続
し
て
い
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

し
て
見
る
と
、
福
淳
は
、
ミ
ル
の
『
宗
教
三
論
』
中
の
人
類
教
の
思
想
に
共
鳴
し
た
で
あ
ろ
う
し
、
否
定
的
で
は
な
か
っ
た
こ
と
は

確
か
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、

コ
ン
ト
、
ミ
ル
の
人
類
教
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
す
こ
し
く
ふ
れ
た
よ
う
に
、
既
成
宗
教
か
ら
人
類
教
へ
と
い
う
宗
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教
の
発
展
段
階
を
想
定
し
て
い
た
こ
と
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
福
津
に
と
っ
て
も
、
ミ
ル
を
通
し
て
共
通
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の
構
想
を
持
っ
て
い
た
よ
う
で
、
明
治
八
年
か
ら
一
一
年
頃
の
著
作
と
考
え
ら
れ
る
「
覚
書
」
の
中
で
、
福
津
は
、
宗
教
の
発
展
段
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階
の
思
想
を
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

「
仏
法
に
で
も
神
道
に
で
も
、
金
比
羅
様
に
で
も
稲
荷
様
に
で
も
、
人
民
の
智
識
の
度
に
従
て
其
教
を
守
て
可
な
り
。
：
・
：
・
次
第
に
其
地
位
を

移
し
て
上
の
方
に
進
み
、
稲
荷
様
の
信
向
を
止
め
て
仏
法
を
信
じ
、
又
こ
れ
を
止
む
て
今
の
耶
蘇
を
信
じ
、
又
こ
れ
に
疑
を
容
れ
て
ウ

l

チ
リ

〈
刊
以
）

タ
リ
ス
ム
な
ど
を
考
へ
、
追
々
に
惑
溺
を
少
な
く
す
る
を
得
ば
、
御
目
出
度
し
。
」

さ
ら
に
、

丁
度
小
幡
訳
の
『
宗
教
三
論
』
第
二
篇
が
出
版
さ
れ
た
明
治
一
一
年
一

O
月
に
は
、
福
津
は
、
『
通
俗
国
権
論
二
一
編
』

を
出
版
し
て
い
る
が
、
こ
の
本
の
最
後
に
、
「
さ
れ
ぽ
世
界
の
人
文
は
今
日
を
以
て
極
度
と
云
ふ
可
ら
ず
。
月
に
新
に
年
に
進
む
其

年
月
の
際
に
は
、

心
ず
今
の
宗
教
を
度
外
視
す
る
の
日
あ
る
可
き
は
、

万
々
疑
を
容
れ
ず
。

無
味
淡
泊
の
点
に
達
す
る
は
、
蓋
し
年
月
を
費
す
の
外
に
手
段
な
き
こ
と
な
ら
ん
」
と
い
っ
て
、
宗
教
の
発
展
段
階
説
を
承
認
し
て

宗
旨
の
説
の
次
第
に
佳
境
に
入
て

い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

一
方
、
人
類
教
に
よ
っ
て
人
聞
が
そ
の
持
て
る
人
間
性
を
可
能
な
か
ぎ
り
、
発
展
さ
せ
ら
れ
た
と
す
れ
ば
、

そ
こ
に
理
想
的
人
間

像
が
成
立
す
る
わ
け
で
あ
る
。
ミ
ル
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
こ
そ
、
新
約
聖
書
の
中
に
現
れ
た
キ
リ
ス
ト
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
第
二
の

問
題
と
し
て
、
ミ
ル
と
福
津
は
、

キ
リ
ス
ト
を
．
と
う
考
え
て
い
た
か
を
問
う
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

ミ
ル
の
『
宗
教
三
論
』

の
中
に
描
か
れ
た
ミ
ル
の
キ
リ
ス
ト
像
は
、
ミ
ル
の
尊
敬
す
る
人
物
と
し
て
登
場
し
て
い
る
。
ミ
ル
は

「
キ
リ
ス
ト
の
教
訓
の
あ
る
も
の
は
、
こ
れ
ま
で
達
せ
ら
れ
た
よ
り
は
る
か
に
高
く
、
あ
る
種
の
道
徳
的
善
を
非
常
な
高
み
に
ま
で

（
弘
）

も
た
ら
し
た
も
の
で
あ
る
」
と
語
り
、
さ
ら
に
「
確
か
に
山
上
の
垂
訓
の
作
者
〔
キ
リ
ス
ト
〕
は
、
自
然
の
作
者
〔
神
〕
よ
り
も
は

ピ

l

イ
ン
グ
（
お
）

る
か
に
恵
み
深
い
神
的
存
在
で
あ
る
」
と
断
言
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
キ
リ
ス
ト
へ
の
ミ
ル
の
尊
敬
は
、

か
な
り
若
い
時
代
か
ら
抱
か
れ
で
い
た
よ
う
で
、
彼
が
初
め
て
新
約
聖
書
を
読
ん
だ



こ
と
を
告
白
し
た
一
八
三
三
年
一
C
月
五
日
の
ト
i
マ
ス
・
ヵ
l
ラ
イ
ル
へ
の
手
紙
に
中
に
、
次
の
よ
う
に
、
二
七
歳
の
ミ
ル
は
、

語
っ
て
い
る
。

「
そ
れ
は
そ
う
と
、
私
は
、
新
約
聖
書
を
読
ん
で
き
ま
し
た
。
本
当
を
い
い
ま
す
と
、
こ
の
本
を
今
ま
で
読
ん
だ
こ
と
が
あ
る
と
は
、
決
し
て

い
え
ま
せ
ん
。
今
、
新
約
聖
書
を
読
む
の
が
私
に
は
一
番
適
し
て
い
る
の
で
す
。
：
；
：
あ
な
た
〔
カ
！
ラ
イ
ル
〕
の
キ
リ
ス
ト
に
つ
い
て
の
印

象
を
私
が
知
っ
て
い
る
か
ぎ
り
、
こ
の
本
を
読
ん
で
得
た
私
の
印
象
は
、
そ
れ
と
全
く
同
じ
で
す
。
た
と
え
ば
、
あ
な
た
が
こ
の
前
の
お
手
紙

で
指
摘
さ
れ
た
福
音
書
の
キ
リ
ス
ト
と
、
現
代
の
哀
れ
な
キ
リ
ス
ト
教
徒
た
ち
の
抱
く
に
や
け
た
キ
リ
ス
ト
と
の
間
の
比
較
対
照
は
、
ま
こ
と

（
お
）

に
印
象
的
な
ほ
ど
正
し
い
こ
と
で
す
。
』

さ
ら
に
、
ミ
ル
は
、
同
じ
く
カ
l
ラ
イ
ル
へ
の
一
八
三
四
年
一
月
一
二
日
の
手
紙
に
、
ミ
ル
は
、
新
約
聖
書
を
最
近
読
ん
だ
経
験

に
ふ
れ
て
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。
「
私
の
個
人
史
か
ら
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
（
画
期
的
な
）
時
期
と
い
う
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
別
に
新
し
い
感
銘
を
そ
れ
が
与
え
た
と
い
う
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、

た
だ
昔
か
ら
の
感
銘
の
一
番
よ
い
も
の
を
強
め
た
と
い

ミルの「宗教三論」と福津諭吉の宗教観

う
こ
と
で
す
。
長
年
の
問
、
私
は
、

キ
リ
ス
ト
と
全
く
同
じ
考
え
方
を
し
て
き
ま
し
た
し
、
今
と
同
じ
限
り
な
い
畏
敬
の
心
を
キ
リ

ス
ト
に
抱
い
て
き
た
の
で
す
。
こ
の
畏
敬
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
私
は
、

キ
リ
ス
ト
の
生
涯
記
録
に
も
っ
と
完
全
に
精
通
し
た
い
と
思

ミ
ル
土
、J

t
 

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
畏
敬

ま
た
、
そ
れ
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
き
ま
し
た
。
」

〈
叩
山
）

キ
リ
ス
ト
と
対
照
し
て
、
こ
れ
ま
で
続
い
て
き
た
キ
リ
ス
ト
教
の
基
礎
を
築
い
た
パ
ウ
ロ
を
批
判
し
、
さ
ら
に
、
ウ
イ

い
ま
し
た
。

キ
リ
ス
ト
の
記
録
は
、
実
際
こ
の
畏
敬
の
心
に
新
し
い
生
命
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
し
、

は
、
私
の
性
格
の
生
き
た
原
理
に
成
っ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、

リ
ア
ム
・
ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
！
ド
へ
の
一
八
四
九
年
春
の
手
紙
で
、
パ
ウ
ロ
は
、
最
初
に
キ
リ
ス
ト
教
を
非
常
に
堕
落
さ
せ
た
人
で
あ

キ
リ
ス
ト
を
直
接
知
っ
て
い
た
人
々
と
離
な
れ
た
人
で
あ
っ
た
と
い
う
。

り
、
キ
リ
ス
ト
の
影
響
の
下
に
も
な
か
っ
た
し
、

し
か
も
、

（
四
）

キ
リ
ス
ト
の
真
実
か
ら
離
れ
て
い
っ
た
、
と
ミ
ル
は
主
張
し
て
い
る
。
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パ
ウ
ロ
は
、

し
る
し
と
奇
跡
の
み
を
語
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
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こ
う
し
て
ミ
ル
は
、

キ
リ
ス
ト
を
人
類
教
の
精
髄
の
一
人
と
し
て
と
ら
え
よ
う
と
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

446 

キ
リ
ス
ト
自
身
の
思
想
を
充
分
に
理
解
し
た
と
も
い
え
な
か
っ
た
し
、
理
解
し
よ
う
と
も

し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
自
身
が
い
う
よ
う
に
、
日
本
の
「
士
人
」
と
同
様
に
「
宗
教
の
外
に
迫
造
」
し
、
「
余
輩
は
白
か
ら
今

（
幻
）

の
宗
教
を
度
外
視
」
す
る
立
場
を
取
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
完
全
に
無
視
し
た
と
い
う
わ
け
で
も
な
く
、
ま
た
否
定
し
た
わ

一
方
、
福
津
は

一
般
的
に
い
え
ば
、

け
で
も
な
い

キ
リ
ス
ト
個
人
に
つ
い
て
道
徳
の
推
進
者
で
あ
る
と
い
う
点
で
評
価
し
、
す
で
に
明
治
一
一
年
一
月
九
日
の

（
勾
）

「
門
閥
論
」
で
、
「
基
督
な
る
才
知
道
徳
の
人
」
と
呼
び
、
ま
た
明
治
一
七
年
五
月
二
三
日
l

二
九
日
の
「
条
約
改
正
論
」
で
は
、

「
耶
蘇
釈
迦
何
ぞ
選
ば
ん
や
」
と
い
っ
て
い
る
。
福
津
は
、
宗
教
信
仰
の
対
象
と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
で
は
な
く
、
む
し
ろ
道
徳
者
と

他
方
、
福
津
は
、

し
て
の
キ
リ
ス
ト
を
終
始
見
て
い
た
わ
け
で
、
こ
う
し
た
見
解
は
、
福
津
の
著
作
の
中
に
繰
り
返
し
現
れ
て
く
る
。
さ
ら
に
、
そ
の

（
包
）

例
を
挙
げ
れ
ば
、
明
治
二
一
年
二
月
九
日
の
「
徳
教
の
主
義
は
各
そ
の
独
立
に
任
す
可
し
」
で
も
、
釈
迦
孔
子
耶
蘇
を
並
べ
て
、
「
道

（
お
）

徳
の
開
祖
」
と
称
し
、
明
治
二
三
年
三
月
一
八
日
の
「
読
倫
理
教
科
書
」

に
も
、
「
孔
孟
、
釈
迦
、
耶
蘇
、
其
人
の
徳
高
き
が
故
に

書
も
亦
共
に
光
を
生
じ
て
人
と
共
に
信
を
得
」
と
い
う
の
で
あ
る

ま
た
、
こ
う
し
た
福
揮
の
見
方
は
、
晩
年
の
『
福
翁
百
話
（
一
四
）
』

の
な
か
に
も
及
び
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

「
釈
迦
孔
子
耶
蘇
の
如
き
執
れ
も
想
像
力
の
頂
上
に
達
し
た
る
者
に
し
て
、
之
に
加
ふ
る
に
自
身
の
徳
行
も
亦
白
か
ら
想
像
す
る

・
本
来
の
目
的
は
、
聖
人
善
知
識
の
想
像
力
を
以
て
回
き
、
又
白
か
ら
其
身
に

（
お
）

実
行
し
た
る
円
満
の
境
遇
に
人
を
推
進
せ
ん
と
す
る
に
在
る
の
み
」
と
主
張
し
た
。
こ
う
し
た
福
津
の
キ
リ
ス
ト
像
は
、
ミ
ル
の
キ

所
に
伴
ふ
て
、
半
点
の
不
安
心
あ
る
こ
と
な
し

リ
ス
ト
像
と
全
く
同
じ
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
ミ
ル
と
福
津
は
、

と
も
に
キ
リ
ス
ト
を
地
上
に
生
き
た
一
人
の
道
徳
的

人
間
と
し
て
と
ら
え
よ
う
と
し
た
。

そ
こ
か
ら
人
間
と
自
然
と
を
越
え
た
神
と
い
う
理
念
に
つ
い
て
は
、
信
仰
対
象
と
し
て
は
拒
否



し
た
。

そ
こ
で
、
二
人
が
超
自
然
的
存
在
（
神
）
に
対
し
て
、

ど
の
よ
う
に
考
え
た
か
を
、
次
に
問
う
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

さ
て
、
超
越
的
存
在
（
神
）
旨
宮
B
o
g
s

－
出
。
山
口
問
と
い
う
概
念
は
、
聖
書
的
に
は「
あ
な
た
は
隠
れ
た
神
で
あ
る

．

9
け
t
H
Y
．
。
］

宮
町
詳
巳
許
可
（
イ
ザ
ヤ
書
四
五
章
一
五
節
）
」
と
い
う
句
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
が
、、ル
に
と
っ
て
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
信
仰

の
対
象
と
し
て
神
を
扱
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ミ
ル
は
、
『
宗
教
三
論
』
に
お
い
て
、
「
教
義
に
基
づ
く
宗
教
を
信
用
せ
ず
に
、
最
も

〈
幻
〉

果
敢
な
る
合
理
的
精
神
を
励
ま
す
」
立
場
に
立
っ
て
、
「
科
学
的
研
究
に
よ
っ
て
私
た
ち
に
知
ら
れ
た
殆
ど
の
一
般
的
真
理
と
：
：
：

（
お
）

矛
盾
し
な
い
神
論
」
を
立
て
よ
う
と
し
た
。

も
ち
ろ
ん
、
ミ
ル
は
、
科
学
と
矛
盾
し
な
い
神
を
自
分
の
信
仰
対
象
と
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

む
し
ろ
科
学
と
無
矛
盾
の
超

越
的
神
存
在
が
ど
の
よ
う
に
し
て
構
想
で
き
る
か
を
考
え
、
そ
こ
か
ら
神
に
つ
い
て
の
「
き
わ
め
て
考
え
ら
れ
う
る
仮
設

P
S

ミ

(mm
) 

匂
g
g
z
o
F
U
4
5
p
g
E
」
を
提
供
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
彼
は
、
哲
学
者
と
し
て
の
合
理
的
精
神
に
と
っ
て
許
容
し

ミルの r宗教三論J と福津諭吉の宗教観

そ
こ
で
、
彼
は
、
自
分
の
神
論
を
「
想
像
と
希
望
と
（
信
仰
と
同
じ
も
の
で
は
な

（
ぬ
）

理
に
適
し
た
課
題
で
あ
る
と
思
う
が
、
認
識
の
課
題
で
は
な
い
」
と
自
分
の
神
論
を
限
定
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し

う
る
哲
学
的
神
を
描
き
出
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

い
）
信
念
の
、

た
ミ
ル
の
試
み
は
、
近
代
イ
ギ
リ
ス
思
想
の
伝
統
に
属
す
る
、
人
間
の
理
性
に
適
し
た
神
論
を
建
設
し
よ
う
と
す
る
理
神
論
の
流
れ

の
一
っ
と
見
ら
れ
る
が
、

た
だ
多
く
の
理
神
論
者
が
神
を
信
仰
す
る
立
場
を
捨
て
ず
に
、
神
論
を
立
て
た
の
に
対
し
て
、
ミ
ル
は
、

始
め
か
ら
信
仰
を
持
た
な
い
立
場
か
ら
理
神
論
的
議
論
を
展
開
し
た
点
で
、
特
異
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
で
は
、
ミ
ル
の
神
は
、
ど
ん
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
『
宗
教
三
論
』
に
よ
れ
ば
、
伝
統
的
キ
リ
ス
ト
教
の
意
味
す
る
現
実
の

自
然
を
創
造
し
、
人
間
の
た
め
の
善
を
も
く
ろ
む
「
全
能
と
考
え
ら
れ
る
創
造
主
」
と
い
う
正
統
派
キ
リ
ス
ト
教
の
仮
設
は
、
現
実

の
悲
惨
に
し
て
残
酷
な
自
然
世
界
を
前
に
す
れ
ば
、
神
は
こ
の
悲
惨
と
残
酷
を
自
ら
意
図
し
て
い
る
と
い
う
結
論
を
合
意
せ
ざ
る
を

447 

得
な
い
。
こ
れ
は
、
全
能
の
神
で
あ
っ
て
創
造
の
神
と
い
う
概
念
の
持
つ
矛
盾
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
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ミ
ル
は
、
悪
は
さ
ら
な
る
悪
を
産
み
出
し
、
善
は
さ
ら
な
る
善
を
産
み
出
す
自
然
的
傾
向
を
認
め
た
上
で
、
「
全
体
と
し
て
考
え

448 

て
み
れ
ば
、
自
然
の
持
つ
有
害
な
諸
力
は
、
人
間
と
い
う
理
性
的
被
造
物
を
鼓
舞
し
て
立
ち
上
が
ら
せ
、
こ
う
し
た
有
害
な
自
然
力

に
抗
し
て
闘
争
を
い
ど
ま
せ
る
以
外
に
、
善
い
目
的
を
促
進
さ
せ
ら
れ
る
と
は
、
宗
教
人
で
あ
ろ
う
と
、
非
宗
教
人
で
あ
ろ
う
と
、

（
招
｝

誰
も
信
じ
な
い
」
は
ず
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
、
悲
惨
な
自
然
を
創
造
し
た
全
能
の
神
と
い
う
仮
設
は
、
ミ
ル
に
と
っ
て
は
、

容
認
で
き
な
い
仮
設
で
あ
っ
た

そ
こ
で
、
ミ
ル
は
、
次
の
よ
う
な
創
造
神
説
を
立
て
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
善
の
原
理
で
あ
る
神
は
、
悪
の
力
を
早
速
に
は

屈
服
さ
せ
ら
れ
な
い
の
で
、
悪
意
を
持
つ
諸
力
と
の
絶
え
間
な
い
闘
争
が
必
要
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
神
は
、
こ
の
世
の
人
類
を
す

ぐ
さ
ま
解
放
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

一
方
、
人
類
は
、
活
力
を
携
え
、

た
え
ず
前
進
し
て
い
く
成
功
を
か
ち
と
り
な
が
ら
、
こ
の

闘
争
を
遂
行
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
神
は
、
全
能
で
は
な
く
、
有
限
の
神
で
あ
る
が
、
人
間
に
善
を
も

た
ら
そ
う
と
も
く
ろ
む
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
人
聞
は
、
有
限
の
神
に
協
同
し
て
働
き
、
善
を
実
現
し
て
い
こ
う
と
す
る

（
お
）

神
の
補
助
者
の
役
割
を
演
ん
ず
る
わ
け
で
あ
る
。

一
方
、
福
揮
は
‘
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
ミ
ル
の
構
想
し
た
有
限
的
神
と
い
う
超
越
的
存
在
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
福
津
は
、

最
後
ま
で
肯
定
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
彼
が
人
聞
を
越
え
た
存
在
と
し
て
認
め
た
も
の
は
、
『
福
翁
百
話
（
一
）
』
に
お
い
て
は
、

「
天
」
「
天
道
」
と
称
さ
れ
、
『
福
翁
百
話
（
六
）
』
で
は
、
「
偶
然
に
出
来
た
る
大
機
関
に
し
て
：
：
：
天
道
は
唯
不
可
思
議
に
白
か
ら
然

る
の
み
に
し
て
、
之
を
然
ら
し
む
る
所
の
も
の
あ
る
を
証
す
可
ら
ず
」
と
さ
れ
、

い
わ
ば
自
然
そ
の
も
の
と
同
定
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
自
然
は
‘
人
間
に
対
し
て
超
越
的
で
あ
る
が
、
ミ
ル
の
よ
う
な
有
限
の
人
格
神
と
は
同
じ
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
こ
こ
か
ら
ミ

ル
は
、
あ
く
ま
で
キ
リ
ス
ト
教
文
化
の
中
で
、
無
信
仰
の
立
場
か
ら
神
論
に
で
き
る
だ
け
接
近
し
よ
う
と
し
た
の
に
対
し
て
、
福
津

（
川
品
）

は
、
日
本
的
な
、
儒
教
的
、
仏
教
的
伝
統
文
化
の
中
に
あ
っ
て
、
次
第
に
仏
教
的
無
常
観
の
思
想
に
入
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。



し
か
し

一
方
で
は
、
ミ
ル
の
有
限
神
と
人
間
と
の
協
同
作
業
を
行
い
つ
つ
、
世
界
を
改
善
し
て
い
こ
う
と
す
る
構
想
に
つ
い
て

は
、
福
津
は
、
か
な
り
同
調
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

た
と
え
ば
、
同
じ
く
『
福
翁
百
話
会
己
』
の
「
天
道
人
に
可
な
り
」
の

中
に
お
い
て
、
福
揮
は
、
人
類
に
は
多
く
の
不
運
不
幸
が
あ
っ
て
も
、
結
局
は
「
つ
ら
つ
ら
開
闘
以
下
の
人
事
如
何
を
見
れ
ば
、
進

む
あ
る
も
退
く
な
し
」
と
い
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
人
間
は
「
文
明
進
歩
的
の
動
物
な
る
を
知
る
が
故
に
、
既
往
を
想
起
し
て
先
人

（
お
）

の
特
に
辛
苦
経
営
し
た
る
大
息
を
謝
し
、
後
世
子
孫
の
為
に
は
、
勉
め
て
知
徳
発
達
の
緒
を
遺
さ
ん
と
欲
（
『
百
話
（
六
）
』
ご
す
る
の

み
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
超
越
者
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
異
に
し
な
が
ら
、
ミ
ル
と
福
津
と
は
、
超
越
者
と
人
間
と

の
実
践
的
関
係
に
関
し
て
は
、
き
わ
め
て
類
似
し
た
構
想
を
抱
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

ミルの「宗教三論』と福津諭吉の宗教観

第
四
に
、
神
の
存
在
証
明
を
ど
う
考
え
る
か
と
い
う
点
に
入
る
こ
と
に
し
よ
う
。
ミ
ル
の
『
宗
教
三
論
』
第
一
一
編
に
お
い
て
は
、

（
お
）

神
の
目
的
論
的
証
明
の
是
非
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
第
三
編
の
斗
｝
豆
m
E

で
は
、
第
一
原
因
を
支
持
す
る
議
論

（
明
剖
）

5
0

〉
吋
間
口58
件
同
。
吋
P
E
E

件
。
m
w
g君
、
す
な
わ
ち
、
宇
宙
論
的
証
明
と
、
人
類
の
一
般
的
同
意
か
ら
す
る
議
論
芸
。
〉
持
出
E
S

け

（
叩
叫
）

号
。
E
C
8
2
9

－
。
。5
6

与
え
冨

S
E
E

お
よ
び
意
識
か
ら
す
る
議
論

5
0

〉
a
E
g
E

号
。
ョ
。
。
ロ
色
。
5
5

題
、
つ
ま
り
、
本

(mg 

体
論
的
証
明
、
さ
ら
に
、
自
然
の
う
ち
に
発
見
さ
れ
る
企
画
に
よ
る
議
論
、
5
0

ロ
2

日
間
ロ
〉
お55
ロ
許
可
。
ヨ
冨
号
｝
a

え
り

o
m日
間
ロ

（ω
）
 

宮

Z
巳
号
。
、

つ
ま
り
、
目
的
論
的
証
明
と
い
う
四
つ
の
神
の
存
在
証
明
が
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
。
最
後
の
目
的
論
的
議
論
は
、
第

一
篇
に
お
い
て
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
議
論
を
、
よ
り
詳
細
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

ミ
ル
の
『
宗
教
三
論
』
第
一
篇
に
お
い
て
展
開
さ
れ
た
目
的
論
的
証
明
は
、
自
然
の
う
ち
に
神
の
英
知
と
仁
愛
に
満
ち
た
企
画
を

発
見
す
る
ゆ
え
に
、
神
が
存
在
す
る
に
ち
が
い
な
い
と
い
う
議
論
で
あ
る
。
ミ
ル
は
、
自
然
の
一
部
に
そ
う
し
た
意
図
の
あ
る
こ
と

し
か
し
ど
の
部
分
が
果
た
し
て
神
の
音
ル
図
を
示
す
か
を
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
し
、
確
定
し
た

を
否
定
し
き
れ
な
い
と
い
う
。
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と
し
て
も
、
そ
れ
は
、
人
間
の
勝
手
な
選
択
に
よ
っ
て
選
び
だ
さ
れ
る
か
ら
、
こ
の
証
明
は
、
議
論
と
し
て
成
立
し
な
い
と
い
う
の
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で
あ
る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
自
然
の
中
に
見
い
出
さ
れ
る
意
図
は
、
時
に
善
を
促
進
す
る
神
の
自
由
な
行
動
を
阻
害
す
る
傾
向
を
持
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つ
こ
と
も
あ
る
。
こ
う
し
て
、
こ
の
議
論
は
、
成
立
し
な
い
。
小
幡
訳
の
刊
本
で
見
ら
れ
る
神
の
存
在
証
明
は
、
以
上
の
も
の
で
あ

る
。次

に
第
二
の
論
証
は
、
宇
宙
論
的
証
明
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
万
物
に
は
そ
の
存
在
の
た
め
の
原
因
が
あ
り
、

万
物
の
存
在
は
そ
の

原
因
に
依
存
し
て
い
る
と
い
う
議
論
で
あ
る
。
こ
の
原
因
を
辿
っ
て
い
く
と
、
第
一
原
因
で
あ
る
神
に
い
き
つ
く
と
い
う
わ
け
で
あ

る
。
ミ
ル
の
反
論
は

一
九
世
紀
物
理
学
を
前
提
し
て
論
を
す
す
め
て
い
く
。
彼
に
よ
れ
ば
、
自
然
に
は
、
永
続
的
要
素
と
変
化
可

能
の
要
素
が
含
ま
れ
て
い
る
。
前
者
は
、
物
質
、
力
と
い
っ
た
も
の
で
、
こ
れ
ら
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
保
存
法
則
に
し
た
が
っ
て
変
化

せ
ず
、
恒
常
的
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
因
果
法
則
が
適
用
さ
れ
る
の
は
、
事
象
や
現
象
の
よ
う
な
変
化
可
能
の
要
素
の
み
で
あ
る
か

ら
、
因
果
法
則
の
遡
及
に
よ
っ
て
、
第
一
原
因
を
論
証
し
た
と
こ
ろ
で
、

そ
れ
は
、
現
象
領
域
を
越
え
る
こ
と
は
な
い
。
む
し
ろ
、

第
一
原
因
と
は
、
物
質
や
力
の
よ
う
な
普
遍
的
原
因
で
あ
り
、
神
と
し
て
特
定
で
き
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
宇
宙
論
的
証
明
は
、

成
立
し
な
い
と
い
う
。

第
三
の
論
証
は
、
人
類
の
一
般
的
同
意
か
ら
す
る
論
証
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
す
べ
て
の
人
類
が
神
の
存
在
に
同
意
を
あ
た
え
て
い

る
で
は
な
い
か
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
論
証
は
、

ま
ず
人
類
が
神
が
存
在
し
て
い
る
と
信
じ
て
い
る
と
し
、
そ
こ
か
ら
神
が

存
在
し
て
い
る
と
論
証
す
る
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
第
一
命
題
は
、
す
で
に
神
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
真
で
あ
る
こ
と
を
前

提
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
論
証
す
べ
き
命
題
を
前
提
し
て
い
る
誤
り
を
犯
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
う
し
て
、
こ
の
論
証
も
成
功

し
な
い
と
い
わ
れ
る
。

第
四
の
論
証
は
、
神
の
存
在
と
属
性
を
「
理
性
の
事
実
」
か
ら
論
証
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
本
体
論
的
証
明
と

い
わ
れ
、
デ
カ
ル
ト
が
進
め
た
論
証
で
あ
る
。

そ
れ
は
次
の
よ
う
な
手
続
き
で
な
さ
れ
る
。
明
噺
に
し
て
判
明
な
観
念
は
存
在
し
て



お
り
、
神
の
観
念
は
明
断
に
し
て
判
明
で
あ
る
か
ら
、
神
は
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
人
間

精
神
の
概
念
が
そ
の
客
観
的
実
在
を
証
明
す
る
と
い
う
大
胆
な
一
般
化
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
「
も
し
そ
の
観
念
が
存
在
を
含
む
な

ら
」
と
い
う
条
件
が
始
め
か
ら
つ
い
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

こ
う
し
て
こ
の
論
証
も
不
完
全
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
条
件
は
証
明
な
し
に
付
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
論
証
が
す
べ
て
不
成
立
で
あ
る
こ
と
を
、
ミ
ル
は
論
証
し
て
、
結
局
、
神
の
存
在
証
明
は
不
可
能
で
あ
る
と
結
論

し
た
の
で
あ
る
。

ミ
ル
は
、
神
の
非
存
在
を
証
明
す
る
こ
と
も
不
可
能
で
あ
る
と
論
証
し
て
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
「
想
像

一
方
、

と
希
望
と

理
に
適
し
た
課
題
」
と
し
て
神
論
を
み
な
し
、
「
き
わ
め
て
考
え
ら
れ
う
る
仮
設
」
を
堤
供
す
る
に
留
ま

信
念
の
、

っ
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
福
津
は
、
ミ
ル
の
よ
う
に
、

キ
リ
ス
ト
教
文
化
圏
に
属
し
て
い
な
か
っ
た
か
ら
、
神
の
存
在
証
明
を
必
要
と
す
る
衝
動
を

持
た
な
か
っ
た
。

の
第
三
篇
を
英
書
で
読
む
か
、
小
幡
に
聞
い
た
と
し
て
も
、
神
の
存
在
証
明
は
、

そ
こ
で
、
ミ
ル
の
『
宗
教
三
論
』

ミルの「宗一教三論」と福津諭吉の宗教観

福
津
の
関
心
を
引
か
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

た
だ
わ
ず
か
に
、
彼
は
、
明
治
二
0
年
代
後
半
に
執
筆
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
『
福

翁
百
話
』
（
六
）
』
で
、
神
の
非
存
在
の
証
明
を
展
開
し
て
い
る
の
が
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
既
に
造
物
者
あ
れ
ば
、
其
造
物
者
の

作
者
な
き
を
得
ず
、

又
、
其
作
者
な
き
を
得
ず
、
又
、
其
作
者
の
作
者
な
き
を
得
ず
、
際
限
も
な
き
次
第
に
し
て
、
到
底
不
可
思
議

に
出
来
た
る
大
機
関
と
言
ひ
去
る
の
外
な
し
」
と
し
、
結
局
、
原
因
の
原
因
を
追
及
し
て
い
く
う
ち
に
、
無
限
後
退
の
論
理
に
な
り
、

第
一
原
因
者
で
あ
る
神
を
論
証
す
る
に
い
た
ら
な
い
と
い
う
。

い
わ
ば
、
宇
宙
論
的
証
明
を
逆
手
に
取
っ
た
論
証
を
展
開
し
て
い
る
。

神
の
存
在
証
明
ま
た
は
非
存
在
証
明
に
つ
い
て
は
、
福
津
の
著
作
で
は
、
恐
ら
く
こ
の
く
ら
い
で
あ
り
．
彼
に
と
っ
て
は
存
在
証
明

や
非
存
在
証
明
の
い
ず
れ
も
、
そ
れ
ほ
ど
彼
の
興
味
を
引
か
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
ミ
ル
の
目
的
論
的
証
明
を
除
け
ば
、
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ミ
ル
の
神
の
存
在
証
明
論
は
、
す
べ
て
第
三
篇
に
属
し
て
い
た
か
ら
、
福
津
の
眼
に
ふ
れ
な
か
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
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第
五
に
、
霊
魂
の
不
死
に
つ
い
て
は
、
ミ
ル
と
福
津
は
、
ど
う
考
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ミ
ル
に
よ
れ
ば
、

452 

一
九
世
紀
の
人

び
と
は
、
肉
体
と
全
く
か
け
離
れ
た
実
体
そ
の
も
の

（
田
口ZE
ロ
g

宮
吋
m
o）
と
し
て
の
プ
ラ
ト
ン
的
霊
魂
を
も
は
や
考
え
て
は
い
ず
、

む
し
ろ
感
情
、
思
考
、
推
理
、
信
仰
、
意
志
な
ど
の
属
性
を
霊
魂
g

己
と
呼
ん
で
い
る
と
い
う
。
人
間
が
生
き
て
い
る
か
ぎ
り
、

科
学
的
に
は
肉
体
と
し
て
の
頭
脳
の
疾
患
が
精
神
障
害
を
起
こ
す
こ
と
は
、
知
ら
れ
て
お
り
、
頭
脳
活
動
が
精
神
活
動
の
岳
戸
。

A
g

g

ロ
（
必
要
条
件
）
で
あ
る
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
音
ω味
の
霊
魂
が
人
間
の
死
後
も
生
存
し
続
け
る
か
ど
う
か
に
つ

い
て
は
、
科
学
が
提
供
す
る
証
拠
は
何
も
な
い
と
ミ
ル
は
主
張
す
る
。

つ
ま
り
、
霊
魂
の
不
死
に
反
対
す
る
証
拠
は
科
学
に
は
な
い

が
、
証
拠
が
な
い
と
い
う
消
極
的
証
拠
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
逆
に
ミ
ル
は
、
霊
魂
の
不
死
を
積
極
的
に
支
持
す
る
議
論
を
批
判
し

な
が
ら
、
積
極
的
証
拠
も
な
い
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
霊
魂
の
不
死
説
は
‘
生
存
を
放
棄
す
る
こ
と
の
不
快
さ
と
、

人
類
の
一
般
的
言
い
伝
え
に
基
づ
い
て
い
た
と
い
う
。
さ
ら
に
、
そ
れ
に
加
え
て
、
統
知
者
並
び
に
教
師
が
、
見
え
ざ
る
力
の
名
の

下
に
命
令
さ
れ
た
こ
と
を
す
る
か
、

し
な
い
か
に
応
じ
て
、
地
上
よ
り
一
層
大
き
な
幸
い
と
苦
悩
と
が
そ
れ
ぞ
れ
与
え
ら
れ
る
と
い

一
層
強
化
さ
れ
て
き
た
と
主
張
し
て
い
る
。

う
彼
岸
の
生
へ
の
信
仰
を
た
え
ず
教
え
こ
ん
で
き
た
せ
い
で

こ
う
し
た
議
論
の
す
え
に
、
ミ
ル
は
、
可
能
性
と
し
て
霊
魂
の
未
来
の
状
態
を
希
望
す
る
こ
と
が
自
己
の
人
生
に
有
効
に
働
く
と

（
日
目
）

考
え
て
い
る
人
に
と
っ
て
は
、
そ
の
希
望
に
ひ
た
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
は
何
も
な
い
と
結
論
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
彼
津
へ
の
希

望
は
、
人
生
を
生
き
ぬ
き
、
義
務
を
全
う
し
て
き
た
賢
明
で
高
貴
な
精
神
を
持
つ
人
が
死
に
直
面
し
た
時
の
「
あ
の
自
然
の
ア
イ
ロ

ニ

l
の
感
じ
」
を
鎮
め
て
く
れ
る
し
、

人
間
の
情

さ
ら
に
こ
の
希
望
の
持
つ
利
益
は
、
希
望
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
あ
る
よ
り
は
、

操
を
一
層
拡
大
さ
せ
る
点
に
あ
る
と
い
う
。

そ
し
て
「
よ
り
高
尚
な
向
上
心
は
、
人
生
が
無
意
味
だ
と
い
う
感
覚
・

に
よ
っ
て
抑

え
ら
れ
低
く
さ
れ
る
こ
と
に
は
全
く
な
ら
な
い
。
人
生
の
終
わ
り
ま
で
人
の
性
格
を
改
善
し
よ
う
と
養
成
し
て
い
く
気
持
ち
が
ま
す

〈
釘
〉

ま
す
増
加
し
て
い
く
こ
と
か
ら
受
け
る
利
益
は
、
特
定
さ
れ
な
く
て
も
明
白
で
あ
る
」
と
い
っ
て
い
る
。



ミ
ル
は
、
こ
の
希
望
の
価
値
が
死
に
い
た
る
ま
で
人
生
を
生
き
ぬ
く
人
間
の
精
神
を
鼓
舞
し
て
い
る
こ
と
の
う
ち
に
あ
る
と
考
え

た
の
で
あ
り
、
彼
も
ま
た
こ
う
し
た
希
望
を
持
っ
て
い
た
と
い
え
な
い
こ
と
は
な
い
。

他
方
、
福
津
は
、
霊
魂
の
不
死
と
い
っ
た
問
題
に
直
接
ふ
れ
た
と
こ
ろ
は
な
い
が
、
こ
の
世
の
生
命
に
つ
い
て
の
永
続
を
希
望
し

て
い
る
や
に
思
わ
れ
る
文
章
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
、
『
福
翁
百
話
会
己
』の
文
章
で
あ
る
。
彼
は
、
人
間
の
歴
史
が

僅
か
に
五
、
六
千
年
の
こ
と
に
す
ぎ
ず
、
人
間
の
知
徳
も
未
熟
幼
稚
で
あ
っ
て
、
「
人
寿
を
百
年
」
と
し
て
見
て
、
二
、
三
歳
の
小

児
に
異
な
ら
な
い
と
み
な
し
て
い
る
。

そ
し
て
自
分
は
「
限
界
を
遠
く
し
て
千
万
年
を
期
し
」
そ
こ
か
ら
天
道
を
眺
め
な
お
し
、
天

道
は
か
な
ら
ず
人
間
に
利
す
る
も
の
で
あ
る
と
主
張
し
た
。

そ
こ
か
ら
「
人
間
に
は
情
欲
の
盛
な
る
と
共
に
、
知
識
の
発
達
も
亦
非

常
に
し
て
、
永
遠
の
利
害
を
衛
り
、
世
世
子
孫
相
伝
へ
て
遂
に
本
来
の
無
病
に
還
る
の
日
あ
る
や
疑
ふ
べ
か
ら
ず
」
と
い
っ
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
彼
は
、
人
寿
を
百
年
と
し
て
と
い
う
表
現
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
寿
命
の
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
し
、
同
じ
く
「
百

話
（
七
）
」
で
も
‘
人
間
の
生
命
が
虫
の
よ
う
に
は
か
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
承
知
し
て
い
る
。

し
か
し
「
百
話
会
己
」
の
文
章

ミルの『宗教三論」と福津諭吉の宗教観

は
、
将
来
に
お
け
る
人
間
の
無
病
息
災
の
ま
ま
の
永
続
す
る
生
命
を
夢
見
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

た
だ
、
ミ
ル
の
霊
魂
の
不

死
説
を
め
ぐ
る
議
論
は
、
福
津
に
は
、
関
心
を
抱
か
せ
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

最
後
に
、
奇
跡
の
問
題
に
ふ
れ
よ
う
。
ミ
ル
に
と
っ
て
は
奇
跡
は
、
科
学
的
証
拠
の
上
に
立
て
ら
れ
た
自
然
法
則
を
顧
み
な
い
で
、

（
必
）

自
然
法
則
に
取
っ
て
代
わ
ろ
う
と
す
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
が
す
で
に
科
学
と
矛
盾
を
起
こ
す
こ
と
で
、
受
け
入
れ
難
い
こ
と

で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
神
が
自
然
法
則
を
用
い
て
、
奇
跡
を
起
こ
す
と
考
え
る
な
ら
、
こ
の
議
論
だ
け
で
は
、
自
然
法
則
さ
え

（ω
）
 

あ
れ
ば
よ
い
の
で
あ
っ
て
、
神
は
必
要
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
う
は
い
っ
て
も
、
ミ
ル
は
、
「
す
で
に
そ
う
し
た
（
超
自
然
の
）
力
を

信
じ
て
い
る
人
に
は
、
自
分
の
認
め
る
（
神
的
）
力
の
性
格
と
目
的
に
つ
い
て
の
自
分
の
理
論
と
矛
盾
し
な
い
奇
跡
と
い
う
も
の
は
、

（
印
〉

他
の
異
常
な
事
実
と
同
様
に
信
じ
ら
れ
な
い
も
の
で
は
な
い
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

453 
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上
述
の
ミ
ル
の
奇
跡
論
は
、
殆
ど
福
津
の
見
解
と
一
致
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
よ
い
。

454 

た
と
え
ば
、
『
福
翁
百
話
（
十
五
）
』
の

「
霊
怪
必
ず
し
も
と
経
る
に
足
ら
ず
」
で
は
、
福
津
は
、
「
我
輩
の
見
る
所
を
以
て
す
れ
ば
、
：
：
：
其
教
を
信
ず
る
こ
と
極
め
て
厚
き

が
故
に
、
時
と
し
て
は
霊
怪
を
認
る
こ
と
も
あ
る
可
し
」
と
い
う
。
こ
の
発
言
は
、

あ
き
ら
か
に
上
記
の
ミ
ル
の
見
解
と
一
致
し
て

い
る以

上
の
よ
う
に
、
ミ
ル
と
福
淳
と
の
聞
の
比
較
を
『
宗
教
三
論
』
を
媒
介
と
し
て
行
っ
て
み
る
と
、
『
宗
教
三
論
』
第
一
篇
と
第

二
篇
に
お
い
て
、
ミ
ル
が
立
っ
た
功
利
主
義
的
宗
教
観
の
見
地
は
、
福
津
の
宗
教
諭
の
基
本
的
立
場
と
一
致
し
て
い
る
。
し
か
し
．

超
越
的
存
在
に
対
す
る
ミ
ル
と
福
津
の
見
解
は
、
大
き
な
違
い
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
『
宗
教
三
論
』
の
第
三
篇
の
市
要
な
問
題
で

あ
っ
た
神
の
存
在
証
明
に
つ
い
て
の
議
論
は
、
福
浮
に
は
そ
れ
ほ
ど
重
要
な
こ
と
と
は
思
わ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

わ
ず
か
に

神
の
宇
宙
論
的
証
明
の
逆
を
い
く
非
存
在
証
明
を
福
津
が
展
開
し
て
い
る
の
が
印
象
的
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
霊
魂
の
不
死
説
に
つ
い

て
は
、

キ
リ
ス
ト
教
文
化
圏
に
属
し
て
い
た
ミ
ル
に
と
っ
て
は
、
科
学
に
基
づ
い
て
論
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

方
、
福
津
に
と
っ
て
は
、
霊
魂
の
不
死
説
は
、
殆
ど
興
味
を
ひ
か
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ま
た
奇
跡
論
に
つ
い
て
は
、
ミ
ル

と
福
津
は
、
大
変
近
い
見
解
を
い
だ
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
の
点
か
ら
見
て
、
ミ
ル
の
『
宗
教
三
論
』

の
刊
本
が
、
福
津
の
宗
教
観
と
か
な
り
の
関
連
を
も
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る

が
、
稿
本
の
部
分
、

つ
ま
り
第
三
篇
は
、
福
津
に
は
あ
ま
り
関
心
を
も
た
せ
た
よ
う
に
は
思
わ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

（1
）
匂
・
∞
・
宮
山
口
・
〉
ロ
吉
区
。
百
・

H
H同
｝
｝
q

－
H∞
斗ω
・
。u門
r
E
d

巳
4
0
2
1
u
可
句
吋S
F
H
ω
ω「

（2
）
福
津
諭
吉
『
文
明
論
之
概
略
』
第
一
O
章
、
『
指
揮
諭
吉
全
集
』
第
四
巻
、
岩
波
書
店
、
昭
和
一
一
一
一
一
一

l

三
九
年
の
一
二
巻
の
全
集
を
以
下
『
全
集
』
と
略
す
。

（3
）
前
掲
書
、
一
五
八
ペ
ー
ジ
。

（4
）
比
較
思
想
史
研
究
会
編
『
人
間
と
宗
教
』
東
洋
文
化
出
版
、
昭
和
五
七
年
。

（5
）
匂
・
ω
・
呂
5
・
J
E『
2

盟
国
9
3

。
ロ
回
目
ロ
m
z
p
l『
・
冨
－H
w
o
g
o
p
a
－
－
。
。
－

H
o
n
g
仏
当2
E

－
何
回
以
－bω
・



（ω
） 

（
ト
）

（
∞
）
 

（
。
）

（
~
）
 

（口）

（臼）

（
包
）

（
ヨ
）

（
自
）

（出）

（
巳
）

（
出
）

躍輔B引話重白目喜立
（
~
）
 

（
お
）

(c:;j) 

cm 
cm 

A
l
 

（
~
）
 

（
お
）

（
お
）

（
お
）

Q
 

ム
（
詩
）

,,, 
（
お
）

（
~
）
 

Ibid., 
415. 

Ibid., 
p. 

422. 

Ibid., 
p. 

423. 

F. 
E. 

Mineka, ed., 
T
h
e
 Earlier 

Letters 
of 

J
o
h
n
 Stuart Mill, 

Collected 
W
o
r
k
s
,
 XIII, 

Toronto University 
Press, 

1963, p. 
560. 

Ibid., 
pp. 

738-739. 

『411蝋
』

~
1
1
0
網
’

llH
く
拭
て
－
＇
，
＇γ

『
411城

』
掠
平
剰
’

1(
1く
困
て
－

·.γ

『411輯
』

結
国
蜘
’

4く
み
1川
て

－·：γ

J. 
S. 

Mill, 
Three E

s
s
a
y
s
 on Religion, 

Collected 
W
o
r
k
s
,
 X
,
 p. 

416. 

Ibid., 
p. 

423. 

J. 
S. 

Mill, 
T
h
e
 Earlier 

Letters 
of 

J
o
h
n
 Stuart 

Mill, 
Collected 

W
o
r
k
s
,
 XII, 

p. 
182. 

Ibid., 
pp. 

208-209. 

J. 
S. 

Mill, 
Three E

s
s
a
y
s
 on 

Religion, 
pp. 

416-424. 

J. 
S. 

Mill, 
T
h
e
 Later Letters 

of 
J
o
h
n
 Stuart 

Mill, 
1848-1873, 

Collected 
W
o
r
k
s
,
 X

I
V
,
 1972, 

p. 
27. 

『
明
主
主
回
蝶
程
』
掠
同
制
’
「
や
！
蝋
」

紙
困
抑
。

『
用
達
困
難
程
掠

11
！
選
』
『

411城
』

瀧
田
端
。

「iii:~縄
」
『
制
球
』
掠

1
-R北

1
4く
田
川
て
－

·.γ

「
城
主
主
3同
程
」
『
制
蝶
』
融
再
網
’
同
！
く
て
一
、
。

「
挺
輔
Q
判
精
~
~
炉
内

J（
；
言
語
判
~
出
ヤ
)2

，＿）」『
411蝶

』
’
紙

1
1
蜘
’
国

11H
く
て
一
、
。

吋
居
~
闘
訴
事
細

J
『411蝶

』
掠

111
制
’

lll-R-R0（
一
、
。

r1隈
都
同
組
（
十
回
）
』

If411輯
』
抵

fく
網
’

111111
•（
ー
て
お
。

J. 
S. 

M
ill,“

To 
J
a
m
e
s
 Martineau, 

M
a
y
 26, 

1835
,'’

C
ollected W

o
r
k
s
,
 XII, 

pp. 
264-265. 

J. 
S. 

Mill, 
Three 

E
s
s
a
y
s
 on Religion, 

p. 
433. 

J. 
S. 

Mill, 
"
T
o
 A
r
t
h
u
r
 W

.
 Greene, 

Dec. 
16, 

1861,”
C

ollected 
W
o
r
k
s
,
 X

V
,
 p. 

754. 

Ibid., 
p. 

755. 

目的噌



。的噌

（
同
）

J. 
S. 

Mill, 
T
h
r
e
e
 E
s
s
a
y
s
 o
n
 Religion, 

p. 
388. 

（
~
 )

 Ibid., 
p. 

386. 

（
~
）
 

Ibid., 
p. 

389. 

（
~
）
 
『
県
都
同
組
』
『

4tl城
』

（
沼
）

~
~
~
師
。

（
沼
）

J. 
S. 

Mill, 
T
h
r
e
e
 E
s
s
a
y
s
 on Religion, 

pp. 
391-397. 

（
お
）

Ibid., 
p. 

436 f. 

（
沼
）

Ibid., 
p. 

441 f. 

（
密
）

Ibid., 
p.
叫

4f.

（
~
）
 

Ibid., 
p. 

446 f. 

（
司
）

Ibid., 
pp. 

391-397. 

（
笥
）

Ibid., 
pp. 

4
3
ι
4
4
0
.
 

（
宕
）

Ibid., 
pp. 

441-442. 

（
事
）

Ibid., 
p.
叫

4.

（
埠
）

Ibid., 
pp. 460-463. 

（
容
）

Ibid., 
p. 

466. 

（
号
）

Ibid., 
p. 

485. 

（
~
）
 

Ibid., 
p. 

472. 

（
宕
）

Ibid., 
p. 

474. 

（
包
）

Ibid., 
p. 

481. 

強
fく
蜘
。

Mh患は村田一平田


